
日

本
の

人
口

変
動
に

関
す
る

一

考
察

1
島
根
県
の

人

口

を

素
材
と

し
て

-
1
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島
根
県
の

人
口

は
､

昭

和
五

〇

年
三

月
三

一

日

現
在
で

七

七

四
､

九

〇
五

人
と

な
っ

て

お

り
､

都
道

府

県
別
の

人
口

規
模
で

み

る

と
､

鳥
取
県

人
五

八

六
､

九

〇
六

人
)

､

福
井
県

(

七

七

二
､

二

七

六

(

1
)

人
)

に

つ

い

で

人
口

の

少

な
い

県
で

あ

る
. ｡

そ

し
て

､

昭

和
四

五

年
の

人
口

数
と

比

較
し
た

場
合

､

昭

和
五

〇

年
三

月

現

在
で

人
口

の

減
少
し

て

い

る

県
が

全

国
に

一

一

県
あ

る

が
､

島
根
県
は

こ

の

(

2
)

人
口

減
少

県
に

入
っ

て

い

る

の

で

あ
る

｡

こ

の

よ

う
な

状

態
に

あ

る

島
根
県
の

人
口

を

素
材
と

し
て

､

塵

近
の

日

本
に
ノ

丸

け
を

人
口

変

動
の
新

た

な

動
向

を
追

求

し
ょ

う
と

す
る

意
図
を

本

稿
ほ

も
っ

て
.

い

る
｡

戦
後
の

人

口

変

動
､

と

り

わ

依

光

正

背

け

昭

和
三

〇

年
以

降
の

日

本
の

人
口

変
動
の

主

要
な

特

徴
点
と

し

て
､

大

都
市
へ

の

人
口

集
中
と

大

都
市
の

過

密
化

､

大
都

市
の

ド

(

3
)

-

ナ

ツ

現
象

､

過

疎
化
の

進
行

､

な

ど

が

指
摘
さ

れ

て

き
た

｡

そ

し

て
､

最
近

に

至
っ

て

も
､

大
都
市
へ

の

人
口

集
中
に

鈍
化

傾
向

(

4
)

が

み

ら
れ

る

も
の

の
､

依
然
と

し
て

大
都
市
圏
へ

の

人
口

集
中
は

(

5
)

.

嘩
い

で
い

.

.
拳

｡

と

こ

ろ

が
､

い

わ

ゆ

る

過

疎
化
た

づ
い

七
ほ

若
干

の

変
化

を

読
み

と
る

こ

と
が

で

き

る

の

で

あ

る
｡

即
ち

､

昭

和
二

五

年
か

ら

三

五

年
ま
で

の
一

〇

年
間
に

人
口

減
少
を

記
録
し
た

県

の

数
は

一

六

で

あ

り
､

三

五

年
か

ら

四
五

年
ま

で

の

一

〇

年
間
に

は

二

二

の

県
で

人
口

減
少
と

な
っ

た

の

に

対

し
､

好

和
四

五

年
か

ら

昭

和
五

〇

年
ま

で

の

五

年
間
に

人

口

を

減
少
さ

せ

た

県
の

数
は

一
.

⊥

既
に

触
れ

た

如
く

二
…

鼎
.
と

な
っ

て

お

り
､

県
別
の

人
口

で

み

る

朗
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(

6
)

限
り
､

△
叫

減

封
叫
傾

向
粥

嘲
判
ユ
リ

.

叫

召
†

パ
q

考
え
ら

れ

る
｡

本
稿
は

､

以

上
の

よ

う
な

背
景
の

下

で

の

島

唄
鼎
の

人
口

変
動

を

具
体

的
.
に

フ

ォ

ロ

ー

し
､

主
と

し

て
人

口

移
動
に

焦
点

を

あ
つ

め
､

現

在
進
行
し
っ

つ

あ

る

人

口

現

象
の

実
態

把

捉
の

ス

テ
ッ

プ

と

す

る

こ

と

を

め
ざ

し
て

い

る
｡

(

1
)

自
治

省
行

政

局
編

『

住
民

基

本

台

帳
に

基
づ

く

全

国

人
口
･

世

帯
数
表
(

昭

和
五

〇

年
版
)

』

一

頁
｡

こ

の

場
合

は
､

三

月

三

一

日

現

在
の

住
民
基

本

台
帳
人

口

で

あ

り
､

の

ち
に

扱
う

国

勢

調
査

人

口

は
一

〇

月
一

日

現

在
の

人
口

で

あ
る

た

め
に

､

両

者
の

間
に

ほ

数
字

の

上

で

若
干
の

差

異
が

生

じ

て

く
る

｡

(

2
)

昭

和

四

五

年
の

住

民

基
本

台

帳
人
口

を
一

〇

〇
･

〇
と

し

た

場

合
､

昭

和

五

〇

年
に

人
口

減
少
を

記

録
し

て

い

る

県

名

と

そ
の

指
数

を

示

す

と

次
の

如
く

な
る

｡

岩
手

県

(

九

九
･

四
)

､

秋

田

県

(

九

七
･

五
)

､

山

形

県

(

九

八
･

九
)

､

福
島

県
(

九

九
･

七
)

､

島

根

県

(

九

八
･

四
)
､

高

知

県

(

九

九
･

七
)

､

佐

賀

県

(

九

九
･

五
)

､

長
崎
県

(

九

九
･

五
)

､

熊
本

県

(

九

八
･

八
)
､

大

分

県

(

九

九
･

九
)

､

鹿
児
島
県

(

九

七
･

五
)

(

同

上
､

一

二

〇

-
一

二
一

頁
｡

)

(

3
)

人

口

問
題
審

議

会

窮

『

日

本

人
口

の

動
向
』

､

昭

和

四

九

年
､

一

八

七

1
二

〇
三

頁
｡

井
底

哲

夫

『

巨

大

都
市
と

人

口

構
造

1
そ

の

〝

集
中
″

の

メ

カ

ニ

ズ

ム

1
』

､

毎
日

新

聞

社
､

昭

和
四

八

年
､

一

四

-
二

四

頁
｡

(

4
)

『

日

本

人
ロ

の

動
向
』

､

一

九
五

頁
｡

(

5
)

た

と

え

ば
､

東
京

都

庁

中
心

五

〇

キ

ロ

圏

人

口

の

推
移

を

み

る

数旨
･

才
一

人 口 数

O

1

8

1

2

0

′

h

)
8

1

3

0

0

0

1

1

2 1
,
2 6 3

,
4 8 7

2 2
,
5 6 9

,
2 6 2

2 3
,
1 3 0

,
1 1 2

2 3
,
6 3 3

,
5 3 8

2 4
,
0 6 7

,
9 2 5

昭 和45 年

4 7

4 8

4 9

5 0

と
､

上

の

表
の

如

く
､

依

然

と

し
て

高
い

舵
だ

J

増
加

率
を

示

し

て

い

る

の

で

あ
る

｡

(

『

住

民

基
本

台
帳
に

基
づ

く

全

国

人
口
･

世

帯

数
表
』

､

一

二

八

-

二
一

二

頁
｡

)

(

6
)

昭

和

四

五

年
ま
で

ほ

国

勢
調
査

人

口

を

使
用

し
､

四
五

年
以

降
は

三

月
三

一

日

現

在
の

住
民

基
本

台

帳
人

口

を

使
用

し
た

｡

(

『

日

本

人
口

の

動

向
』

､

二

九

八

1
二

九

九

頁
｡

『

住

民

基

本

台

帳
に

基
づ

く

全

国
人

口
･

世

帯
数
表
』

一

二

〇

-
一

ニ
ー

頁
｡

)

全

国
人

口

と

島
根

県

人
口

と

の

推
移
を

国
勢
調

査

人

口

で

示

し

た

も
の

が

第
1

表
で

あ

る
｡

蛍
国
人

口

と

島
墳
県
人
.
托
臼

が
対

比

さ

せ

た

場
合

､

次
の

点
に

注
目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

即

ち
､

日

本
の

人

口

は

第
一

回
の

国
勢
調

査

以

来
､

全

体

と

し
て

人
口

増

加

率
を

低
下
さ

せ

な

が

ら

も

増

加

し
っ

づ

け
て

い

る

の

に

対

し
､

島
根
県
の

人
口

増
加

率
は

､

終

戦
直

後
の

混

乱

斯
を

除
い

て
､

全

国

人
口

の

増
加

率
を

か

な

り

下

廻
っ

÷
い

る

こ

と
､

し

か

も
､

昭

和
三

〇

年
以

降

に

お

い

て

は

島
根
県

人
口

は

絶
対

的

減
少
を

記
録



(

1
)

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

昭

和
二

五

年
か

ら
昭

和
三

五

年
ま

で

の

一

〇

年
間
の

全
国
人

口

の

増
加
率
は

一

二

二
ニ

%
で

あ
っ

た
の

に

対

し
､

島
叔
県

人
口

ほ
マ

イ

ナ

ス

二
･

六

%
と

い

う

減
少

を

記

録

し
て

お

り
､

さ

ら

に
､

昭

和
三

五

年
か

ら

昭

和
四
五

年
ま

で

の
一

〇

年
間
の

全

国
人

口

は

二
･

〇

%
の

増
加

率

を

示

し
た

の

に

対

し
､

島
根

県

人
口

ほ

マ

イ

ナ

ス

一

三
･

〇

%

と
い

う

減
少

率
に

な

り
､

こ

の

期
間
に

お

い

て

全

国
一

位
の

減
少

率

を

記

録

す
る

こ

と

(

2
)

に

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

戦
後
に

お

け
る

島
根
県
人
口

の

減
少

が

い

か

に

激
し
い

も
の

で

あ
っ

た

か

が

わ
か

る

の

で

あ
る

｡

し
か

し

な

が

ら
､

野
山

琴
の

島
根
県
人
口

の

拾
移
に

暗
和
四

六

年
か

ら
由

和
四
九

年
ま

で

の

島
根
県

推
計
人
口

を

接
続
さ

せ

て

み

( 19 ) 日本 の 人 口 変動に 関 す る 一
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第 1 表 全 国人 口 と 島根県人 口

島 根 県全 国

人 口 歎 ほ雷雲各年次間
加串

人 口 敷

0 8

3 7

3 0

8 2

紛

糾

飢

3 2

5 7

8 5

2

△

△

△

△

7 1 4
,
7 1 2

72 2
,
4 0 2

7 3 9
,
5 0 7

74 7 , 1 1 9

7 4 0
,
9 4 0

8 9 4 ,
2 6 7

9 1 2 ,
55 1

9 2 9
,
0 6 6

8 8 8
,
8 8 6

82 1
.
6 2 0

ア7 3
,
5 7 5

7 4

餌

4 5

5 7

田

5 3

3 0

糾

2 0

5 4

′

D

7

ワ
一

5
′

b

′

0

7

4

亡

J

5

5 5
,
9 6 3

,
053

5 9
,
7 3 6

,
8 2 2

糾
,
4 5 0

,
00 5

6 9
,
25 4

,
1 4 さ

7 3
,
1 1 4

,
3 0 名

7 8
,
1 0 1

,
4 7 3

8 3
,
1 9 9

,
6 3 7

8 9
,
2 7 5

,
5 2 9

9 3
,
4 1 8

,
幻1

9 8
,
2 7 4

,
9 6 1

1 0 3
,
7 2 0

,
0 6 0

大正 9 年( 1 9 2 0 )

1 4 年(1 9 2 5 )

昭和 5 年(1 9 3 0 )

1 0 年(1 93 5 )

1 5 年(1 9 4 0 )

2 2 年(1 9 4 7 )

2 5 年(19 5 0 )

3 0 年(1 9 5 5)

3 5 年(1 9 6 0 )

4 0年(1 9 6 5 )

4 5 年(1 9 7 0 )

△ほ 減少率

出典; 人 口問題審議会編 『日本人ロ の 動 向』 昭和 4 9 年 , p p ･

29 4- 2 9 5 .

鳥取県給務部統計課 『昭和 45 年国勢調査報告書』 昭和

4 7 年, p . 8
.

各 年 度 間
の 増減歎ト ロ 数l

△ 5
,
5 8 6

△ 3
,
2 7 6

1
,
3 5 2

1
,
6 8 6

7 7 3
,
5 7 5

7 6 7
,
9 8 9

7 6 4
,
7 1 3

7 6 6
,
0 6 5

7 6 7
,
7 5 1

昭和4 5 年

4 6

47

4 8

49

る

と
､

新
し
い

人
口

動
向
が

出
現
し

て

い

る

こ

と

が

判
明

す
る

の

で

あ

る
｡

島
根
県

統
計

課
の

推
計
に

よ

る

人
口

(

3
)

数
を

示

し

た

も
の

が

上
の

表
で

あ

る
｡

注
目
す
べ

き
こ

と

は
､

昭

和
四

八

年
に

な
っ

て

前

年
同
月

比
に

お

い

て

人
口

増
加
を

記

録
し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
｡

今
後

､

昭

和
四

八

年
･

四

九

第 2 表 性 此

県根島l 全 国

7

3

5

9

′

h
)

7

q
′

7

8

0

′

+

U

只
)

0
ノ

9

0
ノ

8

2

4

′

n

)
A
T

2

0

人

U
/

9

9

0
ノ

9

0
ノ

0
ノ

0
ノ

(リ
ノ

0
ノ

9

1 0 0 .4

1 0 1 .
0

1 0 1 .0

1 0 0 .6

1 0 0 .0

9 5 , 4

9 6 .3

9 6 .6

9 6 .5

9 6 . 4

9 6 .4

大 正 9 年

1 4 年

昭 和 5 年

1 0 年

1 5 年

2 2 年

2 5 年

3 0 年

3 5 年

4 5 年

4 5 年

人口問題審議会嗣 『日本人 ロ の 動

向』, p p .
2 9 4- 2 9 5 .

鳥取県統計課 『昭和 45 年国 勢調

査報告書』
, p

. 8 .

∂β3
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年
に

示
さ

れ

た

わ

ず
か

ば

か

り

の

人
口

増
加
が

ど
の

よ

う
に

推
移

し
て

ゆ

く
か

と

い

う
こ

と

に

関
し

て

速

断
を

下

す
こ

と
は

不

可

能

で

あ
る

が
､

昭

和
三

〇

年
以

降
一

貫
し
て

絶
対

的
人
口

減
少
を

記

録
し
て

き

た

島
根
県

人
口

に

と
っ

て
､

朗
√

月
り

動
向
朝
出
現

･

し

せ

(

4
)

き

た

と
い

う
こ

と

が

で

き

る

で

あ

ろ

う
｡

全
国
人
口

と

島
根
県

人
口

と

を

対

比
さ

せ

た

瘍
合

､

島
根
県

人

(

5
)

口

の

第
二

の

特
徴
点

ほ

男
女
性
此
の

推
移
七
萄
召
｡

第
2

表
は

大

正

九

年
以

来
の

性
此

を

示

し

た

も
の

で

あ

る
｡

島
根
県
に

お

い

て

ほ
､

戦
前
d

咄
此
が

九
九

.

｡

ト

:

九
か

ら
九
八

･

六
の

問
･
で

は

ぽ

安
憩

的
で

あ
っ

た
｡

と
こ

ろ
が

､

昭

和
三

五

年
以

降

嘩
此

が
傾
向
的
に

低
下

し

て

ゆ

き
､

昭

和
四

卑
年
に̀

は
九

q
宙
【
q

キ
で

低
下

し
た

｡

と
こ

ろ
で

､

昭

和
四

八

年
に

お

け

る

都
道

府

県
別
の

性
此
の

計

算
結
果
を

み

る

と
､

性
此
が

一

〇

〇

以

上
の

も
の

と

九

〇

以
下
の

も
の

と

を

両

極
に

し
て

い

る

こ

と
が

わ

か

る
｡

性
此
が

一

〇
〇

以

上
の

も
の

は
､

埼
玉

県

(

一

〇
二

･

二
)

､

千

葉

県
(

一

〇
一

･

七
)

､

東
京

都
(

一

〇
一

･

二
)

､

神

奈

川

県
(

一

〇

五
･

四
)

､

愛
知
県

(

一

〇
〇
･

一

)

と

な
っ

て

お

り
､

性
此
が

九

〇

以

下
の

も
の

は
､

鳥
取
県

(

九

〇
･

七
)

､

島
根
県
(

九

〇
･

八
)

､

山
口

県
(

九

〇

こ
ハ

)
､

愛
媛
県

(

八

九
･

八
)

､

高
知
県
(

八

九
･

四
)

､

佐
賀
県

(

八

八

二
二

)

､

長

崎
(

九

〇
･

六
)

､

熊
本

県

(

八

八
･

第 3 表 日 本 人 口 の 年齢 構 造

苦言£1芸
齢

芸
年少人

口指数

従属人

口指数

年 齢 構 造 係 数

0- 1 4 1 1 5 - 6 4 1 6 5 -

A
T

0
0

0

′

O

l

′

b

O

9

1

′

0

5

1 4

1 3

1 3

1 2

1 3

1 3

1 4

1 5

1 9

糾

2 9

0

7

1

0

0

0

3

7

q
′

2

2

9

8

8

(

8

8

8

【

古

8

8

9

01

′

0

0

4

1

-
0

9

3

4

0
0

′

D

7

6 2

6 3

6 2

朗

6 1

5 8

5 9

虫

4 6

3 7

3 4

′

0

7

5

1

0

q
′

5

1

7

8

9

7 1

7 1

7 〇.

71

6 9

6 6

6 7

6 3

5 5

4 6

叫

2

0

7

′

0

7

7

9

3

【

√

サ
ー

0

5

5

4

4

4

A
T

4

5

5

′

0

7

5 8
.
26

5 8 . 2 4

5 8 . 6 6

5 8 . 4 6

5 9 . 1 9

9 0

餌

3 0

お

1 0

00

5 9

5 9

6 1

糾

6 8

6 9

3 6 . 4 8

3 6 . 7 0

3 6 , 5 9

3 6 . 8 9

3 6 . 0 8

0

7

8

4

1

3

3

3

3

0

′

0

0
ノ

3 5

3 5

3 3

3 0

2 5

刀

年

年

別

叫

那

1 ｡

15

22

25

3 ｡

3 ｡

00

45

大

昭

人口 問題審議会編 『日本人 ロ の 動向』, p p . 3 08 - 3 0 9
.

二
)

､

大

分

県

朗
-

h

U

(

八

八
･

六
)

､

宮

崎
県
(

八

九
･

五
)

､

鹿

児

島

県
(

八

九
･

七
)

､

(

6
)

と

な
っ

て

い

る
｡

大

都
市

.

町
有
す

る
､

あ

る

い

ぼ

そ

の

周

辺
の

都

県
に

お

け

る

男

子
人

打

の

相

対

称
過
剰
現

象
が

一
】

カ
ーコ
.
あ

り
､

伯

方
に

お

い

て

い

わ

ゆ
る

農

村
地

帯
の

女

子

人
口

の

相
対

的
過

剰
と

い

う
現

象
が

奉
ら
わ

.

れ
｡

て
い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と
は

矧

刊
労

働
剖
科
対
甜

市
に

集
中
し

､

.

い

わ

ゆ

る

過

疎
県
に

お

け
か

労
働
ガ

中

量
轍
∴
.

質
･

笥
車
間

磯
村
.

に

象
執
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

島
根
県

人

口

の

第
三

の

特
徴
点
は

∴
人
山

赫
憩

酎
脱
が

進
化

し

て

い

る

こ

と

で

あ
る

｡

大
正

九

年
以

来
の

国

勢
調

査

人
口

の

年
齢



(

7
)

構
造
に

関
す
る

主

要
指
標
の

推
移
を

示

し

た

も
の

が

笥
表
ど
殊

4
表
で

あ

る
｡

日

本
に

お

い

て
､

人
口

老

齢
化

が

進
行

し

っ

つ

あ

る

こ

と

は

第
3

表
よ

り

明

ら
か

で

あ

る

が
､

日

本
の

老

齢
化

現

象

と

欧

米
の

そ

れ

を

比

較
し

な
が

ら
､

浜
英
彦
氏
は

次
の

よ

う
に

の

ぺ

て

い

る
｡

｢

第
一

に
､

時
承

句
葛
齢
化
指
数
が

､

戦
前
に

お

け

る

大
き

な

低
下

か

( 2 1 ) 日 本 の 人 口 変動 に 関 す る
一

考 察

第 4 表 島根県 人 口 の 年齢構 造

…芸£1≡芸£l≡
齢

芸
従属人

口指数

年 齢 層 造 係 数

1 5- 6 4歳 1 65 -0- 1 4歳

8
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2

′

0

0

･

〇

〇

4
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-

さ

-
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(
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0
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ノ
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0
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M
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1 7

4

0
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1

つ

J

O
ノ
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2

2

8
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′

b

O
ノ

0
ノ

2

1

q
/

1

8

3

1

5

一

.〇

5

5
′

D

′

0

5

/

0

5

5

4

3

O
q

4

7

凸
7

2

【
′

0

2

2

-
2

0

2

6 9

7 2

7 1

れ

7 4

n

7 4

7 1

6 7

5 7

5 2

0
/

〔

凸

っ

J

3

A
T

(

さ

l

′

0

4

7

2

フ

ァ

7

7

7

6

7

7

8

9

1 1

9

0

2

2

4

3

A
T

4

8

7

7

男

罪

甜

5 7

5 7

5 8

5 7

5 8

5 9

6 3

6 5

3 3

3 4

糾

3 5

3 5

糾

3 5

3 4

3 1

2 6

23

年

年

正

和

大

昭

島板県統 計課 『昭和 4 5 年国勢調査報告書』, p ･ 1 0 ･

ら
､

.
戦
後
に

お

け

る

急

速
な

反

騰
へ

､

対
照

的

に

変
動
し

て

い

か

こ

と

で

あ

り
､

第
二

に
､

こ

れ

に

対

し
て

､

欧

米
･
諸
国
瞞
指
数

.一

〇

卜
二

〇

%

の

レ

ベ

ル

に

お

い

て
､

横
ば
い

あ
る

い

ほ

ゆ
る

や

か

な

上

昇
を

長
期

に

わ

た
っ

て

継

続
し
.て

い
⊥

た
土

､

と
､

第
三

に
､

そ
の

停
滞
期
の

の

ち
に

､

欧

:
(

き
)

米
諸

国
戦

急

準
な

上

帝
の

一

､
時

斯
を

あ

ら
.わ
し
て

い

る

こ

L
で

あ

畠
｡

+

そ

し
て

､

｢

わ

が

国
人
口

の

年
齢
構
造
は

､

年
少
人

口

の

絶

対

的
･

相
対

的

縮
小

と

高

年
齢
人

口

の

絶
対

的
･

相
対

的
増
加
と

に

よ

っ

て
､

高
年
齢
化
の

傾
向

を

た

ど

り
､

急
速
に

欧
米
先

進
国

(

9
)

の

年
令
構
造
に

接
近

し

ょ

う
と

し

て

い

る
+

の

で

あ
る

｡

こ

の

よ

う
な

日

本

人
口

の

老

齢
化

傾
向

は
､

｢

近

い

将

来
､

急

激
に

増
大
し

て

ゆ

く

中
高
年
層
人
口

に

対

し

て
､

一

方

で

は
､

就

業
あ

る

い

は

転
職
希
望
者
に

対

し
て

適
職
を

用

意
す
る

こ

と

が

必

要
で

あ

る

と

と
も

に
､

他
方
で

は
､

リ

タ

イ

ヤ

ー

希
望

者
に

対

し

て

は
､

一

定
の

生

活
レ

ベ

ル

を

保
障
す

る

こ

と
が

必

要
で

あ

り
､

こ

の

よ

う
な

相

反

す
る

ニ

ー

ド

を

そ

れ

ぞ

れ

に

充
足
し

う
る

労
働

市
場
や

社
会

保
障
面
の

組
織
と

制
度
を

き

め

細
か

く

確
立

す

る
■

こ

(

∽
)

と
+

を

政

策
的
課

題
と

す

る

の

で

あ

る
｡

日

本
に

お

け
る

人
口

老

齢
化
の

特
徴
と

問
題

点
が

島
根

県
に

お

い

て

は

さ

ら
に

鋭
く

投
影
さ

れ

て

い

る
｡

昭

和
四

五

年
に

お

い

て
､

老

年
人

口

構
造

係
数
が

全

国
で

は

七
･

一

%
で

あ

る

の

に

対

し
､

島
根
県
で

ほ
一

一

･

二

%
に

達
し

､

老

齢
化

指
数
で

は
､

全

国
が

二

九
･

五

で

あ

る

の

に

対

し
､

島
根
県
は

四
八

･

五

に

達
し
て

い

∂

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う

な

地

域
ベ

ー

ス

の

人
口

老

齢
化

に

と
っ

朗



一 橋論叢 第 七 十 四巻 第 六 号 ( 2 2 )

て
､

人
口
･
移

動
q

激
し

ぎ
網

引
叫
叫
で
.

大

郵
な

複

剖
を

は
た

し
た

(

1 1
)

の

で

あ

る
｡

(

1
)

島
根

県

人
口

の

増
加

率
が

全

国

人
口

を

大

巾
に

下

起
っ

て

い

る

と
い

う
こ

と

は
､

大

正

年
間

以

来
､

島
根
県
か

ら
の

人
口

流
出

超
過

現

象
が

続
い

て

い

る

こ

と

を

示

し
て

い

る
｡

住

民

基

本

台

帳

人
口

の

推
移
を

み

る

と
､

島
根

県

人
口

は

昭

和
三

三

年
に

前
年
比

で

絶
対

的

減
少

を

記

録

し
､

昭

和
四

八

年
ま
で

人
口

の

絶
対

的

減
少

が

続
い

た

の

で

あ

る
｡

(

『

住
民

基
本

台

帳
に

基
づ

く

全

国

人

口
･

せ

帯

教
義

(

昭

和
五

〇

年

版
)

』
､

九
七

1
一

一

九

頁
｡

)

(

2
)

『

日

本

人
ロ

の

動
向
』

､

二

九
八

-
二

九

九

頁
｡

(

3
)

国
勢
調

査

人
口

と

の

接
続
を

考
え
て

､

一

〇

月
一

日

現

在
の

推

計

人
口

を

利

用

し
た

｡

(

『

県

勢
要
覧
(

昭

和
五

〇

年
版
)

』
､

一

六

頁
｡

)

(

4
)

た

だ

し
､

昭

和
五

〇

年
の

国

勢

調

査
に

お

い

て
､

島
根
県

人
口

が

前

回
の

国

勢
調
査

人

口

を

上

起
る

こ

と

ほ

あ

ま
り

考
え

ら

れ

ず
､

昭

和
四

五

年
か

ら

の

五

年
間

で

は

依

然
と

し
て

人
口

減

少
を

記

録
す

る

可

能
性
が

強
い

の

で

あ

る
｡

(

5
)

性

此

は
､

女

子

人
口

一

〇

〇

人
に

対

す
る

男
子

人
口

の

比

率
で

示
さ

れ

る
｡

(

6
)

『

日

本

人

ロ

の

動
向
』
､

二

九

六

-
二

九
七

頁
｡

(

7
)

そ

れ

ぞ

れ
の

指
標
ほ

次
の

よ

う
に

定

義
さ

れ

て

い

る
｡

年
齢
構

造

係
数

=

各

年
齢

階
級
人

口

の

稔
人

口

に

対

す

る

比

率

年
少

人

口

指
数
=

一

五

歳

未

満
人

口

の
一

五

-
六

四

歳

入
ロ
ー

〇

〇

人
に

対

す
る

比

率

老

年
人
口

指
数

=

六
五

歳
以

上
人

口

の
一

五

-
六

四

歳
人
口
一

〇

〇

人
に

対

す
る

比

率

従

属
人

口

指
数

R

(

年
少
人

口

指
数
)

＋
(

老

年

人

口

指
数
)

老

齢

化

指

数

=

六
五

歳
以

上

人

口

の

一

五

歳

未

満
人
口

一

〇

〇
人

に

対

す
る

比

率

(

8
)

浜

英
彦
｢

全

国
お

よ

び

地

域
に

お

け
る

人
口

老

年
化
の

特
性
+

『

社

会

老

年
学
』

N ｡

1
､

一

九

七

五

年
､

七
五

頁
｡

(

9
)

『

日

本
人

口

の

動
向
』

､

七

八

頁
｡

(

1 0
)

浜

英
彦

､

前
掲

論
文

､

七

七

1
七

八

頁
｡

(

1 1
)

島
根
県
で

は
､

こ

の

よ

う

な

事

態
を

深

刻
に

受
け

と

め

て

い

る

の

で

あ

る

が
､

こ

こ

で

昭

和

四

八

年
に

策

定
さ

れ

た

『

島

根

県

新

長

期
計
画
』

の

叙

述
を

多
少

長

文
に

亘

る

が

引

用

し

ょ

う
｡

｢

本

県
の

人

口

ほ
､

昭

和
三

〇

年
の

九
二

万

九

千
人

を
ビ

ー

タ

と

し
て

､

わ

が

国

経
済
の

高
度
成

長
に

と

も

な

う
先

進
地

域
の

労

働
力

需

要
の

増
大

に

つ

れ

て
､

若
年
労
働
力
を

中
心

に

人

口

が

県

外
に

洗
出
し

た
が

､

さ

ら
に

昭

和
三

八

年
の

豪
雪
な

ど

を

契
機
と

し
て

､

奥
山

間

を

中
心

に

人
口

の

急

激
な

流
出
が

つ

づ

き
､

昭

和
四
五

年
に

は
七

七

万
四

千

人

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

れ
に

と

も

な
っ

て
､

人

口

構

成
も

老

令

化

し
､

昭

和
四
五

年
に

は

六

〇

歳
以

上

の

老

食
入

口

の

割
合

は
一

五
･

九

%
に

達
し
､

全

国

有
数
の

老

食
入

口

県

と

な
っ

て

い

る
｡

一

方
､

生

産
年

令
人

口

の

割

合
は

六
五

･

七

%

(

全

国

平

均
六

九

%
)

と

低
く

､

県

経
済
を

さ

さ

え

る

労
働
力
の

量

的
､

質
的

な

低

下

を
も

た

ら
し

て

い

る
｡

こ

の

た

め
､

人

口

の

自
然

動
態

面
で

は
､

自
然

増
加

率
は

全

国

最
下
位
と
い

う

現

況
を

示

し

て

い

る
｡

∂∂β



こ

の

よ

う

な

傾
向
は

､

県

内
で

は

と

く
に

奥
山
間

､

離

島
な

ど
の

へ

き

地
に

お

い

て

著
し

く
､

人
口

の

急

減
と

年

令
構
成
の

老

命

化
は

､

集
落
を

中

心

と

す

る

地

域

社

会
の

生

活

水

準
と

生

産
機
能
の

維

持
を

困

難
に

し
､

い

わ

ゆ

る

過

疎
問
題
を

深

刻
化
さ

せ

て

い

る
｡

+

(

『

島

根
県

新

長
期

計

画

-
あ

す
に

豊
か

さ

と

生

き

が

い

を

求
め

て

-

-
』

､

一

九
七

三

年
､

一

二

頁
｡

)

( 23 ) 日 本 の 人 口 変動 に 関 す る 一 考察

島
根
県
人
口

を

市

町

村
別
に

み

る

と
､

市
部
人
口

の

割
合
が

高

(

1
)

ま
っ

て

い

る
｡

八

市
の

人

口

を

合
わ

せ

た

市
部
人
口

が

県
人
口

に

占
め

る

比

率
を

み

て

み

る

と
､

昭

和
三

〇

年
に

四

七
･

七

%
､

三

五

年
に

四

八
･

七
､

四

〇

年
に

五
一

･

一

%
､

四
五

年
に

は

五

三
･

(

2
)

六

%
と

傾
向

的
に

高
ま

っ

て

お

り
､

市
部
へ

の

人
口

集
中
が

か

な

り

進
行
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

最
近

四

年
間
の

地

域
別

人
口

増
減

数
を

示

し
た

も

の

が

下
の

表
で

あ
る

が
､

昭

和
四

〇

年
お

よ

び

四

五

年
の

島
根
県
人
口

の

分

布

状
態
は

､

四

〇

年
に

は

出

雲

部
五

七
･

八

%
､

石
見
部
三

七
･

八

%
､

隠
岐
部
四
･

四

%

で

あ
っ

た

の

に

対

し
､

昭

和
四

五

年
に

ほ

出
雲

部
六

〇

二
射
て

石

見

部
三

五
･

九

%
､

隠
岐
部

四
･

〇

%

と

な
っ

て

お

り
､

出
雲
部
へ

の

人

(

3
)

口

集
中
が

み

ら
れ

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と
は

逆
に

､

郡
部

､

と

く
に

石

見
部
と

隠
岐
部
で

ほ

人
口

減
少
が

依
然
と

し
て

続
い

て

い

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

よ

り

正

確
に

は
､

人
口

増
加

を

示

し
て

い

る

市

町

村
は

む

し

ろ

少

数
で

あ

り
､

大
多
数
の

町

村

で

は

人
口

減
少
を

記
録
し
っ

づ

け
て

い

る

と
い

わ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

五

九

市
町

村
の

う

ち
､

人

口

増

加
を

記

録
し

た

市
町

村
の

数
ほ

､

昭

和
三

五

1
四

〇

年
に

は

松
江

市
､

八

束
郡
束
出
雲

町
､

同

郡
玉

湯
町
の

一

市
二

町
に

す

ぎ

な
か

っ

た
｡

昭

和
四

〇

-
四

五

年
に

は

松
江

市
､

出
雲
市

､

安
来
市

､

東
出
雲
町

､

玉

湯
町
の

三

市
二

町

と

な
り

､

昭

和
四

七

46 年 1 ) 4 7 年 4 8 年 4 9 年

△ 5
,
5 8 6 △ 3

,
2 7 6 1

,
3 5 2 1

,
6 8 6

ファ5 2
,
00 4 4

,
13 3 3

ケ
ア8 9

△ 6
,
3 6 1 △ 5

,
2 8 0 △ 2

,
7 飢 △ 2

)
1 0 3

△ 2 4 6 1
,
0 0 5 1

J
9 9 4 2

J
6 7 5

△ 4
,
5 6 6 △ 3

,
7 9 0 △ 3 0 9 △ 6 7 5

△ 7 7 4 △ 4 9 1 △ 3 3 3 △ 3 1 4

県 計

市 部

郡 部

出雲 部

石見 部

隠 岐部

1) 前年 1 0 月 1 日 よ り当年 9 月 3 0 日ま で

島根県統計課 『鳥取県 の 移動人 ロ』( 昭和 4 9 年) , p
･ 5 ･

年
一

〇

月
か

ら

四

八

年
九

月

ま
で

の

期
間

で

は

八

市
六

町

村
が

人

口

増
加
を

記
録
し

､

四

八

年
一

〇

月
か

ら

四

九

年
九

月
ま

で

の

期
間
で

は

七

市
一

一

町

村
が

人
口

増
加
を

(

4
)

示

す
よ

う
に

な
っ

た
｡

し
か

し
､

四

九

年
一

〇

月

現

在
に

お

い

て

前
年
同

月

比
で

四
一

脚



一 橋論叢 第 七 十 四 巻 第 六 号 ( 2 4 )

第 5 表 人

自 然 動 態 社 会 動 態 翌 月 1 日

現 在 の 人
口出生 数 死 亡 数 増 減 転 入 転 出 増 i成

昭 和48 年6 月 88 8 54 0 34 8 2
,
5 7 6 2

,
3 9 4 1 8 2 7 6 3

,
3 92

7 9 9 7 5 4 5 4 5 2 3
,
0 7 4 2

,
3 3 6 6 8 8 7 6 4

,
5 32

8 1
,
0 4 4 5 4 6 4 9 8 3

,
3 6 8 2

,
8 8 6 4 82 7 6 5

,
5 1 2

9 9 3 9 4 8 9 4 5 0 2
,
6 4 4 2

,
5 4 1 1 0 3 7 6 6

,
0 6 5

1 0 1
,
01 8 5 9 3 4 2 5 2

,
83 5 2

,
6 0 3 2 32 7 6 6

,
7 2 2

1 1 8 6 4 5 6 9 2 9 5 2
,
4 9 7 2

,
5 5 8 △ 5 6 7 6 6

,
9 6 1

1 2 99 2 6 9 0 3 0 2 2
,
5 8 6 2

,
2 7 2 31 4 7 67

,
5 7 7

昭 和49 年 1 月 95 3 6 97 25 6 2
,
8 3 1 2

,
5 7 0 26 1 7 68

,
0 9 4

2 9 7 1 6 34 33 7 2
,
6 6 1 2

,
3 8 3 2 7 8 7 6 8

,
7 0 9

3 9 6 6 7 72 1 9 4 5
,
61 0 9

,
9 55 △ 4

,
3 4 5 7 6 4

,
5 5 8

4 9 7 7 66 1 31 6 8
,
6 6 0 9

,
28 1 △ 6 2 1 7 6 4

,
2 53

5 9 8 2 58 5 3 9 7 3
,
2 3 7 3

,
20 6 3 1 7 6 4

,
6 81

6 85 5 51 3 3 4 2 2
,
1 6 9 2

,
09 4 7 5 7 6 5

,
0 98

出典 : 鳥取県企画部統計課 ｢統 計速報 1 7 号+ 昭和 4 9 年 8 月 1 0 日

(

5
)

市

町

村
が

人
口

減
少

を

記
録
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

朗

(

6
)

古

人
口

減
少

現

象
と

過

疎
に

関
す
る

分

析
を

残

念
な
が

ら

本

稿
で

は

な

し
え

な
か
っ

た
｡

こ

の

点
は

後
日

を

期
し

た
い

｡

(

1
)

島
根

県
の

稔
面

嶺
に

占
め

る

八

市
の

面

績
は
二

三
･

一

%
で

あ

る
｡

(

『

県

勢
要

覧
』

昭

和
五

〇

年
版

､

六

〇

-
六

一

頁
｡

)

(

2
)

『

島
根

県

統

計

書
(

昭

和
四

六

年

版
)

』
､

昭

和

四

八

年

刊
､

三

二

-
三

三

頁
｡

(

3
)

島
根
県

統

計

課

『

昭

和
四

五

年
国

勢
調

査

報

告

書
』

､

昭

和
四

七

年
､

二

八

頁
｡

(

4
)

同

上
､

二

七

頁
｡

島
根

県

統
計

課

『

島

根

県

の

移

動
人

口
』

(

昭

和

四
八

年
版
)

､

二

九

-
三

〇

京
｡

『

同
上
』

(

昭

和
四

九

年
版
)

､

三

〇

1
三

一

頁
｡

(

5
)

『

島
根
魔
の

移
動
人

口
』

(

昭

和

四

九

年
版
)
､

五

頁
｡

(

6
)

内

藤
正

中

『

過

疎
と

新

産

都
』

､

今

井
書
店

､

昭

和
四

三

年
､

同

『

過

疎
対

策
』

､

今

井
書
店

､

昭

和
四

六

年
､

早

川

昌
範

『

過

疎

と

住
民

意
識
』

､

今

井
書
店

､

昭

和
四

七

年
､

を

参
拇
さ

れ

た
い

｡

昭

和
四

八

年
よ

り

島
根
県
人

口

は

増
加
に

転
じ

､

新
し
.t l

動
向

が

あ

ら
一
句
梢
は
じ

め

頼
こ

と

は
■
既
に

触
れ

た
｡

こ

の

新
た

な

動
向

を

予

測

す
る

上

で

も

最
も

重

要
と

思

わ

れ

る

下

町
移
.

撃
つ

い

て

詳
細
に

分

析
す
る

の

が

本
節

以

降
の

課
題
で

あ
る

｡



第
5

表
は

昭

和
四

八

年
六

月
か

ら

四

九

年
六

月
ま

で

の
一

年
間

(

1
)

の

人
口

統
計
で

あ

る

が
､

自
然
動
態
ほ

ほ

ぼ

安
定

的
に

推
移
し
て

い

る

の

に

対

し
､

胡

蟄
脚

を

示

し
て

い

る
｡

と

く
に

､

三
･

四

月
に

お

け

る

社

会
減
が

著
し
い

の

で

あ

る
｡

従
っ

て
､

島
根
時
の

八
J･
口
増
減
をl

頭
萄
す

み
乳
酪
は

冨
瞳
で

あ

る

と
い

う
こ

と
に

な
る

｡

そ

こ

で
､

昭

和
二

九

年
か

ら

四

九

年
ま
で

の

二

〇

年
間
の

島
根

県
の

恵
み

る

こ

と

と

し

た

い
｡

第
6

表
に

よ

れ

ば
､

県
内
移
動
量
は

こ

の

二

〇

年
間
ほ

ぼ

安
定

的

で

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

対

し
､

県
外

移
動
に

は

い

く
つ

か

の

特
徴
点

を

み

い

た

す
こ

と

が

で

き

る
｡

ま

蕾
数
.

仇

敵
海
で

あ

る

が
､

三

〇

年
代

前

半
に
.

お

け
か

波
動
む

経
過

し

た

の

ち
､

三

〇

年
代

後
半
か

ら
四

八

( 2 5 ) 日本 の 人 口 変動 に 関 す る 一 考 察

第 6 表 島根県 の 人 口移 動

県_
外 移 ∴ 動

腰莞金程匙豊雷簸
県 内 移 動 数

一他府県か ら

の 転入 者数

1 5
,
9 3 6

1 3
,
9 7 3

1 2
,
5 5 2

1 3
,
4 1 4

1 3
,
7 5 5

1 2
,
8 5 2

1 4
,
3 2 8

1 6
,
1 5 0

1 7
,
2 22

1 7
,
5 9 4

1 8
,
3 7 3

1 9
,
5 5 2

2 1
,
3 4 5

2 1
,
2 5 9

2 1
,
8 1 4

2 2
,
4 7 7

22
,
糾 5

23
,
3 2 5

24
,
2 22

加
,
8 77

2 2
,
2 0 2

△ 5
,
5 41

△ 7
,
5(i4

△ 1 0
,
雄 5

△ 1 2
,
9 9 0

△ 1 0
,
2 3 0

△ 1 3
,
7 6 6

△ 1 3
,
4 4 8

△ 1 4
,
3 9 8

△ 1 6
,
5 9 5

△ 17
,
1 (i5

△ 17
,
6 3 6

△ 1 6
,
7 03

△ 1 3
,
3 8 2

△ 1 3
,
3 0 1

△ 1 2
,
4 3 3

△ 1 2
,
74 8

△ 1 1
,
6 6 1

△ 9
,
3 1 5

△ 6
,
1 2 2

△ 3
,
5 8 3

△ 3 , 5 7 0

2 1
,
4 7 7

2 1
,
5 3 7

2 2
,
8 1 7

2 6
,
4 0 4

2 3
,
9 8 5

2 6
,
6 1 8

2 7
,
77 6

3 0
,
5 4 8

3 3
,
8 1 7

3 4
,
7 5 9

3(;
,
0 0 9

3 6
,
2 2 5

3 4
,
72 7

3 4
,
5 6 0

3 4
,
2 4 7

3 5
,
2 2 5

3 4
,
5 0 6

3 2
,
6 4 0

3 0
,
3 4 4

2 8
,
4 6 0

2 5
,
7 7 2

4 9 2

1 7 2

叫

4 5 2

8 ｡7

3 3 4

m

3 5 2

9 22

4 2 ｡

3 4 6

7 0 1

6 1 1

1 ｡ 9

0 ｡ 7

糾

3 1 5

5 4 7

5 6 5

1 4 7

1 2 7

′

l

l

l

,

-

-

I

I

-

I

-

I

-

-

-

,

,

,

,

●

0

8

8

7

7

′

0

尺
U

7

8

8

∩

凸

7

8

7

0
0

0
0

8

8

8

8

0
0

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

昭和2 9 年

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

35

3(;

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

出典 : 捻理府統計局 『日本の 国内人口移 軌 昭和 2 9 年一昭和 砿

年』, 昭和 4 8 年･

同上 『住民基本台 帳人口移動報告年執』 昭和 47 執 4 8

年,
4 9 年の 各版 .

年
卦
で

瘡
加
傾
向
を

表
し

七
い

る
｡

転
出
者
数
は

昭

和
四

〇

年
の

ピ

ー

ク

に

向
か
っ

て

増
加
し
て

い

た

が
､

四

〇

年
代
前
半
期
に

ほ

わ

ず
か

ば

か

り

の

減
少

傾
向

を

示

し
､

町

q
弔
代

筆
吋
咄
転
出
者
数
粥
ば

げ
じ

く

減
少
し
七

.

い

.
?

ね
｡

転

出
入

超
過
に

関
し
て

は
､

島
根
県
は

一

ふ

具

し

て

転

出
超
過

を

記

録
し
て

い

る

が
､

転
出
超
過

量
ほ

昭

和
三

九

年
の

ビ

ー

タ

に

向

け
て

増

加
し
て

ゆ

き
､

四

〇

年
代
の

前
半
期
に

ほ

ゆ

る

や

か

に

減
少

し
､

後
半
に

は

か

な

ヶ

急
速
に

転
出
超
過
量

を

減
少
さ

せ

七
い

る
｡

そ

し
て

､

四

八

年
､

四

九

年
に

は

二

〇

年
間
で

最
低
の

転
出
超
温
量
と

な
っ

て

い

る
｡

県
外

移
動
人
口

を

月

別
に

集
計
し

た
の

が

第
7

表

で

あ

る

が
､

昭

和
二

九

年
以

来
､

+
貫
じ
で

三
･

..
四
.r

五

月

に

大

幅
な

転
出
超
過

が

み

ら
れ
を

と

同

時
に

､

淵



一 橋論叢 第七 十 四巷 第 六 号 ( 2 6 )

県 外 細 野
__

動__､
数 ( 月 別)

4 1 年 4 2 年 4 3 年 4 4 年 45 年 4 6 年 4 7 年 48 年 4 9 年

△ 6 8 △ 6 1 △ 152 △ 4 8 △ 1 88 △ 18 1 1 38 27 7 2 26

△ 48 △ 40 5 △ 3 25 △ 17 8 △ 2 15 △ 2 24 1 50 26 6 259

△ 4
,
3 00 △ 4

,
24 8 △ 3

,
3 60 △ 3

,
13 5 △ 2

,
93 5 △2

,
3 87 △ 1

,
89 6 △ 1

,
49 8 △ 9 62

△ 5
,
4 79 △ 4

,
8 9 3 △ 5

,
2 2 1 △ 4

,
46 5 △ 4

,
65 4 △ 4

,
3 00 △ 3

,
66 6 △3

,
0 6 8 △ 3

,
0 30

△ 1
,
4 91 △ 1

,
37 7 △ 1

,
4 84 △ 1

,
66 4 △ 1

,
51 0 △ 1

,
3 33 △ 89 7 △ 50 2 △ 8 12

△ 4 63 △ 54 1 △ 5 68 △ 6 08 △ 554 △ -3 53 △ 33 3 △ 13 2 △ 16 3

△ 1 11 9 4 △ 1 36 △ 3 38 119 3 51 33 2 5 8 8 36 7

19 △ 3 0 1 00 81 1 24 32 8 26 9 46 1 35 6

△ 27 1 △ 3 34 △ 19 4 △ 56 3 △ 3 32 △ 24 6 26 5 2 16 8

△ 3 11 △ 3 09 △ 34 0 △ 53 4 △ 36 0 △ 2 64 30 △ 10 0 9 0

△ 59 4 △ 6 99 △ 4 12 △ 67 0 △ 6 9 3 △ 4 88 △ 2 53 △ 8 5 △ 2 03

△ 2 6 5 △ 4 98 △ 3 41 △ 6 24 △ 4 6 3 △ 2 18 △ 2 2 15 8 1 3 4

△ 13
,
3 82■ △1 3

,
30 1 △ 12 , 4 33 △ 12

,
7 48 △ 1 1

,
6 6 1 △ 9

,
3 15 △ 6

,
12 2 △3

,
58 3 △ 3

,
57 0

47 年 ,
媚 年,

4 9 年の 各版｡

昭

和
四

〇

年
ま
で

は

す
ぺ
･て

吟

月
や

頼
出
超
過
と

な
っ

･
七
い

た
｡

9 0
r

へ

じ

と
こ

ろ

が
､

四
一

年
八

月
に

ほ

じ

め
て

転
入

超
過
を

記
録
し

､

そ

の

後

勺
m

八

月
に

車
ペ
職
場
が

み

ら

れ

る

よ

う
に

な
り

､

呵
七
㌻
八
∴

九

笥
三

カ

年
に

お

い

て
は

､

一

年
の

タ
ち

の

半
分
の

月

で

転
入

超

過

裂
か

に

至
っ

た
｡

そ

し
て

､

襲
純
流
出
量
が

緬
少

し
て

亀
た
.の
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

傾
向
の

延
長

線
上
に

､

近
い

将
来

に

お

い

て

島
根
県
が

転
入

超
過

を

達
成
す
る

可
能
性
が
.
で
で
′

き

た
｡

次
に

､

県

外

移
動
に

つ

い

て
､

移
動
前
の

住
所
地

別

転
入

者
数

と

移
動
後
の

住
所

地

別

転

出
者
数
を

都
道
府
県
別
に

昭

和
二

九

年

(

2
)

か

ら
四

九

年
ま

で

集
計
し

た

も
の

が

第
8

表
で

あ

る
｡

島
根
県

は
､

年
度
に

よ

っ

て

多
少
の

変
化
が

み

ら
れ

る

が
､

ほ

と

ん

ど
の

都
道

府
県
に

対

し

て

転
出
超
過

を

記
録
し
て

い

る
｡

な

か

で

も
､

埼
玉

､

千

葉
､

東
京

､

神
奈
川
の

大
東
京
圏

､

京

都
､

大

阪
､

兵
庫
の

大

阪
圏

､

お

よ

び
､

鳥
取

､

岡
山

､

広
島

､

山

口

の

中
国
地

方
へ

の

転
出
超
過
が

き

わ
め

て

大
き
い

の

で

あ

る
｡

大
東
京
圏
へ

の

転
出

超
過
が

島
根
県
の

全

転
出
超
過

に

占
め

る

比

率
は

､

昭

和
三

〇

年

を

は

さ

ん

だ

三
､

四

年
に

減
少

し

た

の

ち
､

現

在
に

至
る

ま

で

約

二

〇

%

弱
で

推
移
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ
が

､

京
阪

神
へ

の

転
出
超

過
が

占
め

る

比

率
は

昭

和
三

六
･

七

年
あ
た

り
か

ら

傾
向

的
に

低

下

し
､

昭

和
四

九

年
に

ほ

全

転
出
超
過

数
の

二

〇

%

強
を

占
め

る



第 7 表 島 根 県 の

( 2 7 ) 日 本 の 人 口 変動 に 関 す る 一 考察

3 3 年 34 年 35 年 36 年 37 年 38 年 3 9 年 4 0 年

1 月 △ 2 35 △ 2 76 △ 3 18 △ 4 7 3 △ 6 2 9 △ 40 5 △ 66 2 △ 5 57

2 月 △ 1 46 △ 3 88 △ 6 19 △ 56 8 △ 74 8 △ 6 14 △ 7 80 △ 7 06

3 月 △ 1
,
7 60 △ 2

,
6 47 △ 2

,
7 56 △ 3

,
13 8 △ 3

,
18 5 △ 2

,
9 04 △ 3

,
4 85 △ 4

,
0 2 1

4 月 △ 3
,
4 70 △ 4

,
4 3 8 △ 4

,
17 4 △ 4

,
23 8 △ 5

,
86 3 △ 5

,
9 49 △ 5

,
9 88 △ 6 ,

4 8 3

5 月 △ 1
,
2 60 △ 1

,
6 7 0 △ 1

,
50 7 △ 1

,
84 1 △ 2

,
00 5 △ 2

,
0 55 △ 1

,
8 63 △ 1

,
48 8

6 月 △ 7 3 8 △ 82 9 △ 74 6 △ 5 51 △ 7 48 △ 9 5 1 △ 9 79 △ 78 3

7 月 △ 32 2 △ 49 7 △ 4 49 △ 4 52 △ 4 43 △ 4 3 9ー△ 36 1 △ 28 1

8 月 △ `32 1 △ 62 2 △ 6 88 △ 6 21 △ 4 92 △ 4 8 7 △ 62 6 △ 26 5

9 月 △ 37 9■ △ 8 15 △ 7 77 △ 6 55 △ 57 9 △ 6 8 8 △ 67 0 △ 4 19

10 月 △ 8 16 △ 6 05 △ 5 77 △ 4 66 △ 76 3 △ 82 6 △ 62 7 △ 6 55

1 1 月 △ 39 0 △ 6 34 △ 4 89 △ 8 1 1 △ 61 3 △ 1
,
03 0 △ 1

,
0 30 △ 6 47

12 月 △ 38 3 △ 3 45 △ 3 48 △ 58 4 △ 52 7 △ 8 17 △ 5 65 △ 3 98

合 計 △10
,
2 30 △1 3

,
7 66 △ 1 3

,
3 48 △ 1 4

,
39 8 ･ △ 1 6

,
59 5 △ 17

,
1 65 △ 17

,
6 36 △ 16

,
7 03

出典: 『鳥取原統計書』 昭和 3 5 年版一昭和 4 6 年版の 各版

『住民基本台帳人 口移動報告年報』 昭和 心 年 ,
4 5 年 ･

△印 ほ転出超過

に

す
ぎ

な

く
な
っ

て

い

る
｡

さ

ら
に

､

中
国
地

方
へ

の

転
出
超
過

は

三

五

年
以

降
傾
向

的
に

比

重

を

高
め

､

昭

和
四

九

年
に

は

転
出

超
過
の

約
半
分
を

占
め

る

に

至
っ

て

い

る
｡

い
･
わ

ゆ
る

巨

大
都

帝

圏
の

人

口

吸

収

力
が

弱
ま
っ

て

い

る

こ

と

を

示

し
て

い

る
.
の

だ

が
､

移
軌
畳
そ

打

も
町

は
､

四

九

年
に

お

い
■
て

む
､

対

大
阪
府
が

最
大

と

な
･
ウ
で
..
り
る

?

し

か

し
､

広
島
県

を

例
に

と
れ

ば
､

島
根
県
が

二

九

年
以

来
最
も

高
い

比

率
の

人
口

流
出
を

し
て

い

た

大
阪
府
に

か

わ
っ

て

四

六

年
か

ら

広
島
県
が

そ

の

地

位
を

奪
っ

て

お

り
､

巨

大

都
市
を

有
す

る

東
京

圏
や

大

阪
圏

が

従

来
と

同

じ

ょ

う
に

人
口

流
出
県
か

ら

人
口

を

ひ

き
つ

け
つ

づ

け
る

か

香
か

は

疑
わ

し
い

状

態
に

な
っ

て

き

て

い

る
｡

(

l
)

第
5

表
の

｢

転
入
+

｢

転
出
+

は

県
内

移
動
と

県

外

移

動
の

合
計

で

あ

る
｡

な
お

､

社

会

動
態
に

お

け
る

｢

増
減
+

の

欄
の

数
字
と

第

7

表
に

お

け

る

純
移

動
数

と
は

本

来
合
致
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

の

で

あ

る

が
､

不
一

致
の

ま

ま
に

し
て

あ

る
｡

(

2
)

第
8

表
は

本

論
文
の

東

尾

に

掲

載
さ

れ
て

い

る
｡

こ

れ

ま

で

は
､

主
と

し
て

『

住

民

基
本
台

帳
人
口

移
動
報
告
』

一
.

一

に

基
づ

い

て

分

析
を

進
め

て

き

た

が
､

島

根

県
統

計

課

作
成

の

甜



一 橋論叢 第 セナ甲巻 第六 号 ( 2 8 )

欝9 表 年齢階 級 別 移 動者数

県 外 移 動

社会増減転 出者数転 入者 数
墓

動者絵
l要塞移動

7 2 2

6 1

△ 6
,
077

2
,
0 4 0

6 0 0

△ 75

△ 7 4

△ 3 8

△ 1 1 S

7 1

△ 2
,
8 8 8

1
,
7 5 9

(6 . 1 )

1
,
1 3 4

(3 . 9 )

9
,
2 4 9

(3 1 . 9)

1 0
,
81 5

(3 7 . 2)

2
,
4 4 2

(8 . 4)

1 . 6 4 8

(5 . 7 )

8 4 6

(2 . 9)

2 4 9

( 0 . 9)

5 2 4

(1 . 8)

3 70

(1 . 3 )

2 9
,
0 3 6

(1 0 0. 1 )

岬

㍊
㈹

仰
即

郷
卯

岬

㌶
糾

77 2

榊

講
棚

℃
㌶
恥

(

1

(

(

2

1

仰

㈹

叩

諾
榊

拭
岬

㌶
附

ぷ
12 2

∽

㌶
鵬

㌶
叫

(

(

(

l

l

岬

㌶
仰

岬
叫

岬

㌶
㌶
仰

は

駕
㌶
㈹

85 9

㌶
叫

1

(

3

(

(

7

1

㈹

棚

叩

L

諾
㈹

欄

欄

観

相

甜

一

一

島根県統計課 『島根県の 移動 人口』 ( 昭和 媚 年版) , p . 8 .

『

島
根

県
の

移
動
人
口
』

ほ

移
動
人

口

の

年
齢

､

移
動
の

理

由
､

移
動
前
後
の

産
業
別

就

業
状

態
の

変
化

な

ど

を

明

ら
か

に

し
て

い

る

の

で
､

こ

の

『

島
根
県
の

移
動
人
口
』

に

基
づ

い

て

分

析
す

る

こ

と

と

し

た

い
｡

第 10 表 の 1 移 動理 由別 移 動者 数

ー

}

よ

昭

和
四

七

年
一

.
〇

月
一

日

か

ら

昭

和
四

八

年
九

月
三

○

汀

ま

で
ノ.の

.

移
動
人

叫
暫
鼎

賦
計
魂
郎
独

百
に

集
計
し
た

む
上

の

で

ぁ
る

｡

移
動
人
口

絵

数
の

う
ち

塵

旦
鳥

い

比

率
叡

覇
.
嬰
→

○

-
二

九

嵐
で

四

:一

.‥

九

句
t

う
い

う
一

議
‥
･｢

九
歳

〉

外

層
が

二

数

減増会社

湖

2 3 8

2 8 5

0 7 6

5 43

畑

0 8 7

3 ｡ 8

弼

1 9 ｡

1 6 ｡

2

4

7

1

2

-
1

3

1

△

△

△

△

△

県ノ′･ 外 移 動

転出者数帝ミ入着致

県 内 移
動 数

人 口 移
動 稔 数

昭和4 7 年1 0 月 1 月 よ り

昭和4 8 年 9 月3 0 日 まで

2 9
,
0 3 6

2 3
,
7 4 9 (8 1 . 8 )

2
,
8 1 4 ( 9

.7 )

8
,
7 1 4 (3 0 . 0)

2
,
2 95( 7 . 9)

3
,
4 75(1 2

.
0)

2
,
4 6 6( 8 . 5 )

5 9 7 ( 2 . 1 )

3
,
3 8 8 (1 1 . 7)

4
,
64 9 (1 6 . 0 )

6 3 8 ( 2 . 2 )

26
,
1 4 8

1 9
,
5 1 1 (7 4 . 6 )

3
,
0 9 9 (1 1 . 9 )

1
,
6 3 8 ( 6 . 3 )

3
,
名3 8 (1 4 . 7)

1
,
3 6 6( 5 . 2)

1
,
3 7 9( 5.

3 )

功)5( 3
. 5)

7
,
2 8 6 (2 7 . 9 )

5
,
鮎 9 (2 2 . 3 )

7 9 8 ( 3
. 1 )

1 7
,
9 95

1 3
,
0 5 6 (7 2 . 6 )

2
,
6 0 4 (1 4 .5 )

1
,
7 2 6 ( 9 . 6 )

9 3 5( 5 . 2)

1
,
2 3 8 ( 6 . 9)

2
,
43 6 (1 3 . 5)

1
,
5 0 0 ( 臥3 )

2
,
6 1 7 (1 4 . 5 )

4
,
6 7 5(2 6 . 0 )

2 6 4 ( 1 . 5)

7 3
,
1 7 9

5 6
,
3 1 6( 7 7 . 0)

8
,
5 1 7(1 1 . 6)

1 2
,
0 7 8 (1 6 . 5)

7
,
0 6 8 ( 9 . 7 )

6
,
0 7 9 ( 8

. 3 )

6
,
2 8 1 ( 8

. 6 )

3
,
0 0 1 ( 4 . 1)

1 3
,
2 91 (1 8 . 2)

1 5
,
1 63 (2 0 . 7 )

1
,
7 (氾( 乙 3 )

稔 歎

Ⅰ 移動 の 主因者

転 勤

就 職

転業 ･ 転職

就 学 ･ 卒業

結婚 ･ 離婚

住 宅 事情

そ の 他

主因者 に伴 う者

不 詳

Ⅱ

Ⅲ

島根県統 計課 『鳥取県 の 移動人 口』( 昭和 侶 年版) , p . 9 .

ユ

†

･

四

%
､

主

湖

○

-
三

九

歳
が

一

〇
.

二
一

%

と

な
っ

て

い

る
｡

｢

柳
軌
人
口

総
数

町
約
四

分
の

三

を
一

五

-
三

九

歳
で

し

め

て

お

り
､

い

わ

ゆ
る

暫
叫
〕

甲

半
に

あ
た

る

年

齢
鳳
の

暑
が

移

動
叫

盃
叫

釧

か
彗

)

む
出

払

か

次
に

県

外

移

動
に

目
を

転
じ

る

と
､

｢

干

一

九

歳
の

年
齢
層
で

六
､

〇

七

七

人
の

大

幅
な

転

出
超
過
と

な
･
つ

て

い

る

の

た

封
じ

､

⊥
｢

○

卜
三

九

歳
の

年
齢
層
で

転
入

超
過
を

記



( 2 9 ) 日 本 の 人 口 変動に 関 す る
一 考察

第 10 表 の 2 移動理 由別 移動者数

数

減増会社

郎

2 1 2

朗

3 6 1

3 9 5

9 1 ｡

0 1 6

3 4 7

卸

2 35

3 7 2

2

4

′

O

l

l

1

3

1

△

△

△

△

△

県 外 移 動

転入 者数 l 転出者数

2 5
,
9 9 4

2 1
,
3 Z 4 (8 2 . 3 )

2
,
5 51 ( 9 . 8 )

7
,
7 49 (2 9 . 8 )

1
,
7 2 4( 6 . 6 )

3
,
1 5 6(1 2 . 1 )

2
,
2 73 ( 8 . 7)

6 0 6 ( 2 . 3)

3
,
2 7 0 (1 2 .6)

4
,
3 7 9 (1 6 . 8)

2 91 ( 1 . 1 )

23
,
3 8 9

1 7
,
1 1 2 (7 3 . 2)

2
,
6 1 4(1 1 . 2)

1
,
3 a 8( 5 . 9)

3
,
0 9 9(1 3 . 3)

1
,
別 6 ( 5 . 3)

1
,
2 57 ( 5 . 4)

9 5 ユ( 4 .
1 )

6
,
5 5 9 (2 8 .

0 )

5
,
6 1 4 ( お . 9)

66 3 ( 乙 即

県 内 移

動 数

1 8
,
2 0 9

1 3
,
2 3 3(7 2 . 7)

2
,
7 4 8 (1 5 . 1)

1
,
4 9 7 ( 8 .

2)

8 5 3 ( 4 .
7)

1
,
1 9 0 ( 6 .5 )

2
,
砿 2 (1 3 .

5 )

1
,
6 7 7 ( 9 . 2 )

2
,
8 0 7 (1 5 . 4)

も 81 3 ( お . 4)

1 6 3( 0 . 9)

人 口 移

動 稔 数

昭和4 8 年1 0 月 1 日 上り

昭和4 9年 9 月3 0日 ま で

67
,
5 9 2

51
,
砧 9 (76 .

4)

7
,
9 1 ユ(1 1 . 7)

1 0
,
6 3 4 (1 5 . 7)

5
,
6 7 6 ( 8 . 4 )

5
,
5 9 2 ( 8 . 3 )

5
,
卵2 ( 8 ･ 9 )

3
,
23 6( 4 . 8 )

1 2 ,
郎 6(1 8 . 7 )

1 4
,
8 06( 2 1 . 9)

1
,
1 17 ( 1 , 7)

稔 数

Ⅰ 移動の 主因着

転 勤

就 職

蜃三業 ･ 転敬

就 学 ･ 卒 業

結婚 ･ 離婚

住 宅 事 情

そ の 他

Ⅱ 主因者 に伴う者

Ⅱ 不 詳

鳥取県統計課 『鳥取県 の 移動人 口』( 昭和 4 9 年版) , p p ･ 1 0‾1 1 ･

鏡
u
7

重
体

と

し

て
ほ

二
､

八

八
九

竹
ハ

の

転

出
超
過
と

な
っ

(

2
)

て

い

る
｡

､

･

･･

一
た
し

か
に
.｢

若
年
層

の

転
払

職
過
現

勢
l〇

問
題
は

残

る

が
､

県

外

移

動
者
の

約
半

分

を

し

め
る

二

〇

1
三

九

歳
の

年

齢
層
に

お

い

て

転
入

超
過
を

示

し
て

い

る

こ

と

は

注
目
に

催
す

る
｡

こ

の

年
齢

層
が

い

つ

頃
か

ら

転
入

超
過
に

な
っ

た

の

か

に

つ

い

て

は
､

島
根
県

人
口

移
動
調

査
が

四

七

年
一

〇

月
か

ら

集
計

さ

れ

は

じ

め

そ

れ

以

前
の

統
計
を

把

握

す
る

こ

と
が

で

き

な
い

た

め

に
､

残
念
な

が

ら

把

握
で

き

な
い

｡

『

島
根
県
の

移
動
人
口
』

ほ

移
動
者
の

移
動
理

由
を

､

Ⅰ

主

因

者
の

移
動

､

Ⅱ

主

因
者
に

伴
う
移
動

､

Ⅲ

不

詳
､

の

三

つ

に

分

類

し
､

l

主

因
者
の

移
動
の

移
動
理

由
を

さ

ら

に

①

転
勤

､

②

就
職

､

⑨

転
業

･

転

職
､

④

就
学

･

卒
業

､

⑤

結
婚

･

離
婚

､

⑥
住
宅
事

情
､

⑦
そ

の

他
､

の

七

項
目
に

分

け
て

､

集
計
を

行
な
っ

て

い

る
｡

昭

和
四

八

年
次
と

四

九

年
次

に

関
し
て

､

第
1 0

表
の

1

及
び

2
､

に

示

し

た

が
､

両

年
次
を

比

較
し

て

み

る

と
､

大
き

な

変
動
は

み

ら

れ

ず
､

各

項
目
に

わ

た
っ

て
､

数
量
が

減
少
し
て

い

る

こ

と
に

気
づ

く
｡

両

年
次
に

亘

る

特
徴
点
は

以
下

の

如
く
で

あ

る
｡

第
一

に
､

移
動
者
捻
数
に

占
め

る

移
動
主

因
者
の

割
合
は

七

五

%

を

若

干

上

廻
っ

て

い

る
｡

そ

し
て

､

主

因
者
の

移
動
の

約
四

分
の

三

が

県
外

移
動
で

あ

り
､

し
か

も

主

因
者
の

移
動
に

よ
っ

て

転
出
超
過

と

な
っ

て

い

る
｡

第
二

に
､

移
動
の

虫

因
者
の

機
動
理

申
の

ケ
.

串
`

イ

ト
が
■
県
確
移

軌
､

.+
鼎

矧
≡

鼎
州

覇
コ
二

者
で

異
な
っ

て

い

る
｡

県
内
移

動
の

場
合

､

｢

そ

の

他
+

､

｢

転
勤
+

､

｢

結
婚

･

離

婚
+

が

上

位
三

3

項
目

と

な

り
､

｢

就

職
+

と

｢

住
宅

事
情
+

が

四
､

五

位
を

占
め

朗



一 橋論叢 第 七 十 四 巻 第 六 号 ( 3 0 )

革里表 移動前後 の 産 業別 就業 者 剖

県 内 移 動

昭和 媚 年 昭和4 9 年

県 外 転 入 県 外 転 出

昭和4 8年 昭和4 9 年 昭和4 8 年

蒔

昭和4 9 年

率
移動叫移動後移動前桓動後 移動前桓動後移動前1移動後

稔 数 1 0 (〉. 0 1( X〉. 0 1( X) . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 00 . 0 1( X) . 0 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 1 0 0
.
0 1 00

.
0 1 (X ). 0

就業者 4 9 . 9 4 9
.
4 4 9 . 1 4 9 . 2 灘

占ま

43 . 卓 ぷ . 2 4 乙 7 ヱ生.
ヱ 5 4 . 1 3 3 . 0 5 3 . 0

弟 1 次産業 2 . 2 2 . 1 1 . 6 1 . 6 皇主 1 . 6 3 . 9 4 . 1 1
.
6 3

.
3 1 . 5

第 2 次産業 1 2 . 5 13
,
4 1 2 . 0 1 2 . 6 2 4 . 8 1 5 . 1 2 乙 9 1 4 . 7 1 0

.
8 2よ■i 1 0 .

8 2 1 . 0

第 3 次産業 3 5 . 2 3 3 . 9 3 5 . 5 3 5 . 1 29 . 3 2 4 . 4 2 9 . 7 2 ヰ. 1 1 9 . 8 2 9 . 4 1 9 . 2 3 0 . 5

不就 業者 4 7 . 9 4 7 . 6 4 9 . 3 4 8 . 6 生臥.
8 毒払累 4 2 .5 5 乙 6 卓2 ･ 7 4 ユー

.
9 6 4 . 5 4 4 . 0

不 詳 2
.
2 3 . 1 1 . 6 2

.
2 ユ. 3 5 . 2 3 . 4 4 . 7 2 . 5 4 . 0 2 . 0 3 . 1

島根県統計課 『島根 の 移動人 口』( 昭和 4 9 年版)
, p p . 1 2- 1 3 .

昭和 鵡 年 : 昭和 4 7 年 1 0 月 1 日 上 り昭和 朋 年9 月 3 0 日 まで

昭和 4 9 年: 昭和 鵬 年 1 0 月 1 日よ り 昭和 4 9 年 9 月 3 0 日ま で

て

い

る
｡

､

周
舛

男
山
り

場

合
､

｢

そ

の

他
+

が

圧

倒
的
に

高
い

比

率
を

占
め

､

｢

転
業
･

転
職
+

､

｢

転
勤
+

､

｢

就

職
+

の

順
に

な

っ

て

い

る
｡

い

わ

ゆ

る

ロ

タ

一

重
最
も

酪
連
す
る

の

が

こ

の

県
外

転
入

で

あ
･
る

が
､

｢

転
業
.
･

転
職
+

を

理

由
に

し
た

移
動
が

此

率
が

比

較
的

高
く

､

し

か

む

｢
｢

転
菜
･

転

職
+

～

†
転
.

入

超

過

に

な
っ

て

お

㌔
｢

転

勤
+

の

転
入

超
過
の

実

数
よ

り

も
は

る

か

に

大
き

い

こ

と

は

注
目

特

価
す
る

で

あ

ろ

う
｡

た

だ

し
､

｢

そ

の

他
+

と
い

う

理

由
の

明

朗
r

∂

ら
か

で

な
い

転
入

者
が

､

県
外

転
入

者
の

四

分
の
一

強
に

の

ぼ
っ

て

い

る

た

め
に

､

ロ

タ

ト
′
シ

の

実

態
に

つ

い

て

ほ

ま
だ

ま

だ

不

明

な

点
が

多
い

と
･
い
･
わ
･
ね

ば
･
獲
ら
な
い

｡

次
に

､

県

外

転
出
の

場
合

で

あ

る

が
､

こ

こ

で

は

｢

就
職
+

を

理

由
と

す
る

比

率

が

圧

倒
的

に

高
く

､

県
外

転
出
者
の

約
三

割
を

占
め

て

い

る
｡

そ

し
て

｢

就

学
･

卒
業
+

が

第
二

位
を

占
め

て

い

る

の

で

あ

る
｡

第
三

に
､

島
根

県
が

転
出
超
過

を
一

貫
し
て

示

し
て

き
た

こ

と

は

こ

れ

ま
で

何
回

と

な

く

触
れ

て

き

た
が

､

粛
1 0

表
に

よ

っ

て

最

近
の

転
出
超
過

縮
小

傾
向

を

あ
る

超
度
説
明

し

う
る

｡

昭

和
四

八

年
次

､

四

九

年
次
に

お

い

て

も
､

｢

就
職
+

を

理

由

と

し

た

移
動

に

よ
っ

て

大
幅
な

転
出
超
過

と

な
っ

て

い

る

が
､

第
9

表
の

年
齢

階
級
別
の

統
計

と

接
続
さ

せ

て

考
え

た

場

合
､

単

身

者
が

｢

就

職
+

の

た

め
に

転
出
し

て

お

り
､

こ

れ

に

対

し

て

｢

転

業
･

転

職
+

を

理

由
と

し

た

転
入

超
過
に

は
､

家

族
を

伴
な
っ

た

転
入

が

恐
ら

く

貢
献
し

て

い

る

も
の

と

思
わ

れ

る
｡

い

ず
れ

に

し

て

も
､

県
内
の

経

済
活

動
と

深
く

結
び

つ

い

て

い

る

問
題
で

あ
7

1号
-

(

1
)

昭

和

四

八

年
一

〇

月
一

日

か

ら

四

九

年
九

月
一

ニ

○

日

ま
で

の

期

間
に

お

い

て

も
､

同

様
な

傾
向
が

み

ら

れ

る
｡

(

『

島
根
県
の

移
動
人

口
』

(

昭

和
四

九

年

版
)

､

九

頁
｡

)



(

2
)

次
の

年
次
に

お

い

て

は
､

一

五

-
一

九

歳
で

五
､

六
一

九

人
の

転
出
超

過

が

み

ら

れ

た
が

､

二

〇

-
三

九

歳
で

二
､

〇
二

八

人
､

前

年
に

転

出
超
過
で

あ
っ

た

四

〇

-
四

九

歳
で

一

二

〇

人
の

転

出

超

過

が

み

ら

れ
､

県

全

体

で

は
二

､

六

〇
五

人

の

転
出
超
過

に

な
っ

て

い

る
｡

(

同
上
)

を

魂
由
と

す

る

比

重
が

高
か

っ

た

こ

と
と

令
致

し

て
い

｡

る
｡

就
業

者
を

産
業
別
に

み

る

な

ら

ば
､

県
外

転
入
の

場
合

､

移

動
に

.

よ
.
っ

( 3 1 ) 日 本 の 人 口 変動 に 閲 す ろ
一 考察

最
後
に

移
動
前

後
の

産
業
別

就

業
状
態
の

変
化

に

つ

い

て

触
れ

る

こ

と

と

す

る
｡

昭

和
四

七

年
一

〇

月
よ

り

昭

和
四

九

年
九

月

ま

で

の

移
動
者
の

産
業
別

就
業
状
態
の

変
化
を

比

率
で

示

し

た

も
の

が

第
1 1

表
で

あ

る
｡

県

内
移
動
の

場
合

､

移
動
の

前

後
で

就
業
者
と

不

就

業
者
と
の

割
合
お

よ

び

就
業
者
の

産
業
別

割
合
に

あ

ま

り

大
き

な

変
化
は

み

ら
れ

な
い

｡

こ

れ

に

対

し
て

､

県

外

移
動
の

場
合

に

は
､

移
動
の

前
後
に

お

い

て

就
業
者
の

割
合
も

産
業
別
の

就
業
者

割
合
も

変
化

し
て

お

り
､

し

か

も
､

県
外

転
入

と

県

外

転
出
と

で

は

相
反

す

る

傾
向
を

示
し

て

い

る
｡

箋
変
化

牢
み

る

な

ら
ば
■､

県
外
弼
入
･
の

場

合
に
.
蛾

秘
跡
に

:

㌢
ケ

て

不

就

業
者
の

割
合
が

高
ま

る

の

に

対

し
､

県
外

転

嘩
の

瘍
合
に

は

不

就
業
者
の

都
合
が

低
下

し
･

,
で
い

る
ゅ
で

奉
る
ゎ

こ

の

こ

と
ほ

､

覇
l

匂

ゎ
竹

盛
取

第 12 表 県 外 転入 者 の 移 動前後 の 産業別 就業者数

転 入 後

詳不不就 業者
就 業 者

数稔
稔 歎

脚111 2
,
2 9 53糾

-

ヽ
)3

,
4 4 02

-卯5899総 数 l 2 3
,
3 名9

お

6

6 6

1 3

0

0

1

3

4

3 5

8

4 2

85

4

1

1

7 6

1 5

5 8

山

8

4

4
.

3
,
2 4 8

1 7

2
,
9 5 1

2 8 0

脚

鰯

脱

は

1 2
,
67 6

3 74

5
,
3 6 ヰ

6
,
9 3 8

胎 教

第1 次産業

第2 次産業

第3 次産業

就

業

者

1 0 28
,
83 5l

っ
J

【

ノ8 4 1 1 7 6l舛9
,
9 2 8不覚業者

22
′

ハ
)1 0 2

′

031 6617 85不 詳

転

入

前

鳥取県統計課 『鳥取県 の 移動人 口』( 昭和 4 9 年版)
, p ･

9 7 ･

て
第

一

次

産
業
の

就
業
者
の

比

率
が

高
ま

り
､

第
二

次
･

第
三

次

産
業
の

就

業
者
の

比

率
が

低

下

す
る

の

に

対

し
､

県
外

転

出
の

場
合

に

は
､

移
動
に

よ

っ

て

第
二

次
･

第

三

次

産
業
の

就

業

者
の

比

率
が

高
ま

っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ
､

ご
t

廿

鹿
引
問

簡
む
な
､-

チ
】

■L
ほ

､

県
外

転
入

の
..

場
合

､

移
動
に

よ

っ

て

不

r

へ
じ

就
業
者
の

比

率
が

朗
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高
ま

る

こ

と

で

あ

る
｡

第
1 2

表
は

昭

和
四

八

年
一

〇

月
一

日

か

ら

四

九

年
九

月
三

〇

日

ま
で

の

県
外

転
入

者
の

就
業
状
凝
の

変
化
を

実
数
で

示

し

た

も
の

で

あ

る
｡

転

賓
…

か
卦
の

う

ち
の

三

四
.
･

四

%
が

感
動
発
車
時
に

不

就

責
ど
な
っ

て

い

ろ
､
の

で

あ
る
.｡
･

県
外

車
入

着
が

鼻
期
に

一

旦
っ

て

不

就
業
の

状
態
に

あ

る

と

は

考
え
ら

れ

ず
へ

⊥
⊥

軍
の

タ
イ
ム

一

≠
グ

を
お

い

て

就
業
す

る

と

考
え
る
の

が

自
然
で

あ

ろ

う
が

､

い

わ

ゆ

る

ロ

タ

ー

ン

現

象
や

､

転
出
入

超
週
の

動

向
を

み

き
わ

め

る

上

で
､

こ

の

点
の

廟
明
は

一

湖

つ

の

鍵
と

な

る

で

あ

ろ
>

フ
｡

以

上
の

分

析
を

通

し
･
て

､

我
々

ほ

今

後
の

課

題
と

し
て

､

過

疎

と

人
口

老

齢
化
の

問
題

､

地

域
開

発
問
題
と

労
働
力

市
場
の

問
題

､

労
働
市
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( 3 3 ) 日 本 の 人 口 変動に 関 す る
一 考察

第 8 表 島根 魔 の 転出入 人 口 数 ( つ づ き)

昭和4 7 年 昭和48 年 昭和4 9 年

転 入 転 出 転 出入 転 入 転出 転 出入 転入 転 出 転 出入

者数 者数 超 過数 者数 者数 超過数 者数 者数 超過数

北海道 14 9 1 20 2 9 15 9 1 14 45 1 6 3 122 4 1

青 森 2 5 16 9 3 2 18 14 17 2 0 △ 3

岩 手 19 8 11 12 15 △ 3 1 0 1 9 △ 9

宮 城 4 3 3 1 12 2 5 52 △ 2 7 3 4 9 1 △ 57

秋 田 18 20 △ 2 18 2 3 △ 5 9 18 △ 9

山 形 8 ･ 9 △ 1 16 1 3 3 16 8 8
/

福 島 26 3 0 △ 4 40 4 3 △ 3 19 38 △ 1 9

茨 城 1 04 7 5 29 77 11 0 △ 33 49 1 49 △ 10 0

栃 木 3 4 云5 9 34 4 7 △ 13 23 46 △ 23

群 転 3 1 3 7 △ 6 40 3 4 6 38 30 8
い ヲ

埼 玉 3 3 0 4 75 △ 14 5 308 39 5 △ 87 2 89 36 3 △ 74

千 葉 30 1 3 95 △ 9 4 33 9 36 0 △ 2 1 2 7 1 36 3 △ 92

東 京 1 7 5 3 2 3 40 △ 58 7 1
,
82 5 2

,
2 39 △

.
4 1 4 1

,
609 1

,
90 6 △ 2 97

神奈川 67 7 9 40 △ 26 3 74 6 8 78 △ 13 2 678 79 9 △ 12 1

新 潟 2 5 42 △ 17 3 3 27 6 3 0 3 4 △ 4

富 山 4 5 25 20 57 36 2 1 12 27 △ 1 5
l
ヨコ

石 川 51 64 △ 13 35 5 3 △ 1 8 4 7 58 △ 1 1

福 井 7 5 57 18 49 5 0 △ 1 6 9 49 20

山 梨 22 2 4 △ 2 2 1 2 8 △ 7 19 3 7 △ 18

長 野 44 4 2 2 5 1 3 2 19 35 3 1 4

岐 阜 2 82 2 9 2 △ 1 0 2 56 28 2 △ 26 2 36 2 3 2 4

静 岡 1 93 18 3 1 0 168 18 3 △ 15 1 63 19 9 △ 3 6

愛 知 1 0 55 1 18 9 △ 13 4 1
,
10 2 1

,
1 10 △ 8 9 99 94 9 5 0

二
重 168 16 5 3 14 7 14 7 0 113 16 4 △ ち1

滋 賀 2 32 25 0 △ 18 17 1 2 17 △ 46 2 0 3 25 5 △ 5 2

京 都 1 100 1 38 0 △ 2 80 1
,
0 03 1

,
2 85 △

.
2 8 2 9 5 7 1

,
1 19 △ 16 2

大 阪
I

5 1 14 6 30 9 △ 1
,
1 95 4

,
9 56 5

,
5 29 △ 57 3 4

,
4 5 7 4

,
6 58 △ 2 0 1

丘 庫 2 07 6 2 6 32 △ 5 56 2
,
0 73 2

,
378 △ 30 5 1

,
85 8 2

,
1 82 △ 3 2 4

奈 良 2 55 4 0 1 △ 1 46 3 07 4 3 3 △ 12 6 23 6 3 55 △ 11 9

和歌 山 1 38 136 2 1 10 10 5 5 1 11 1 23 △ 1 2

鳥 取 2 2 31 2 52 2 △ 2 9 1 2
,
379 2

,
52 6 △ 14 7 2

,
0 24 2

,
3 50 △ 32 6

岡 山 9 41 1 16 1 △ 2 2 0 9 30 1
,
07 3 △ 14 3 8 57 1

,
0 80 △ 22 3

広 島 3 4 53 5 45 4 △ 2
,
0 0 1 4

,
0 0 3 5

,
05 6 △ 1

,
0 53 3

,
4 92 4 , 58 5 △ 1

,
0 93

山 口 1 7 5 1 2 04 0 △ 28 9 1
,
9 13 1

,
94 3 △ 30 1

,
7 2 1 1

,
$ 10 △ 89

徳 島 34 5 5 △ 2 1 4 0 6 3 △ 23 5 1 6 3‾ △ 12

香 川 67 1 10 △ 4 3 1 29 1 11 18 76 10 8 △ 32

愛 媛 14 3 1 51 △ 8 1 58 1 86 △ 2 8 13 3 18 5 △ 5 2

高 知 55 53 2 63 84 △ 2 1 7 7 7 3 4

福 岡 64 1 6 58 △ 17 6 00 6 12 △ 1 2 50 4 5 77 △ 7 3

佐 賀 3 7 ■‾30 7 45 55 △ 1 0

1

3 7

1 24

38

1 09

△ 1

1 5
長 崎
能 本

1 27

1 03

97

9 3

3 0

1 0･
1 23

67

122

110 △ 4 3 94 97 △ 3

大 分 88 7 5 1 3 77 8 1 △ 4 63 77 △ 1 4

宮 崎 7 1 5 8 1 3 5 5 6 8 △ 13 77 73 4

鹿児島 87 7 5 1 2 7 1 7 2 △ 1 78 70 8

沖 鈍 1 4 6 2 △ 4 8 24 33 △ 9

総 数 24
,
2 22 3 0

,
34 4 △ 6

,
12 2 24

,
8 7 7 2 8

,
46 0 △ 3

,
5 83 2 2

,
20 2 25 ,

7 72 △ 3
,
5 7 0

△ 印は転出超過

出典 : 耗理府統計局 『日本の 国内人口移動 , 昭和 2 9 年一昭和 鵬 年』
, 昭和 鵬 年 ･

総理府統計局 『住民基本台帳人 口移動報告年数』 昭和 47 年,
4 8 年 ,

4 9 年 の 各年度版 ･

∂9 7



一 橋論叢 第七 十四 巻 第六 号 ( 3 4 )

∂9 ∂

転 出 入 人 口 数 ( つ づ き)

昭和44 年 昭和4 5 年 昭和46 年

転 入 転 出 転出入 転入 転 出 転 出入 転入 転 出 転出入
者数 者数 超 過数 者数 者数 超過数 者数 者数 超 過数

16 4 96 6 8 16 5 10 ア 58 1 36 108 2 8

20 11 9 9 1 2 △ 3 7 23 △ 1 6
1 1 2 6 △ 1 5 13 1 Ⅰ 2 13一 17 △ 4
53 5 0 3 55 7 2 △ 17 5 0 3 8 12

19 3 8 △ 19 16 1 0 6 11 18 △ 7
8 16 △ 8 5 1 1 △ 6 1 0 11 △ 1

2 7 29 △ 2 24 3 1 △ 7 2 3 2 3 0
4 5 86 △ 4 1 72 100 △ 2 8■ 7 3 7 8 △ 5

1 4 40 △ 2 6 19 3 1 △ 1 2 33 3 4 △ 1
2 5 26 △ 1 2 3 36 △ 1 3 43 3 6 7

21 6 4 76 △ 2 60 27 6 4 52 △ 176 2 64 4 0 6 △ 14 2

18 5 4 06 △ 2 21 24 9 4 78 △ 2 29 2 66 4 1 8 △ 15 2
1

,
7 0 1 3

,
0 85 △ 1

,
38 4 1

,
78 2 2

,
9 36 △ 1

,
154 1

,
7 48 2

,
7 9 1 △ 1

,
04 3

5 2 1 1
,
1 58 △ 6 37 59 9 1

,
1 58 △ 5 59 6 27 1

,
0 48 △ 4 2 1

36 26 10 4 8 4 2 6 38 27 1 1

2 1 53 △ 3 2 2 6 19 7 芦5 45 △ 1 0
6 1 6 2 △ 1 5 1 6 9 △ 18 5 3 57 △ 4
5 1 9 8 △ 4 7 5 7 6 9 △ 12 7 2 47 2 5

2 3 3 4 △ 1 1 2 7 4 2 △ 15 2 4 33 △ 9
40 57 △ 1 7 3 3 `67 △

_
3 4 4 9 60 △ 1 1

3 48 40 8 △ 60 2 88 4 13 △ 12 5 29 8 3 28 △ 30
2 3 1 32 4 △ 9 3 2 34 3 07 △ 7 3 2 0 2 2 65 △ 63

1
,
1 09 1

,
75 9 △ 6 50 1

,
0 57 1

,
5 4 1 △ 4 糾 1

,
18 3 1

,
34 0 △ 1 57

2 16 2 2 5 △ 9 1 68 2 05 △ 3 7 15 5 19 6 △ 41
17 5 2 9 9 △ 124 2 46 3 44 △ 98 2 2 1 30 3 △ 8 2

1
,
00 6 1

,
5 3 3 △ 5 27 1

,
0 10 1

,
5 42 △ 532 1

,
0 07 1

,
53 3 △ 5 26

4
,
32 8 8

,
2 59 △ 3

,
9 31 4

,
44 8 7

,
8 82 △ 3

,
4 34 5

,
0 1 3 7

,̀
12 0 △ 2

,
10 7

1
,
95 6 3 , 2 86 △ 1

,
3 30 2

,
07 4 3

,
2 77 △ 1

,
2 03 1

,
9 96 2

,
8 9 0 △ 89 4

2 2 5 3 78 △ 1 53 29 0 5 05 △ 2 15 2 93 4 0 2 △ 10 9
16 1 1 84 △ 2 3 12 3 17 1 △ 48 1 60 15 2 8

2
,
142 2

,
6 09 △ 46 7 2

,
18 3 2

,
62 5 △ 4 42 2

,
0 15 2

,
4 7 1 △ 45 6

1
,
1 18 1

,
20 1 △ 8 3 86 8 1

,
28 5 △ 4 17 87 2 1

,
4 50 △ 57 8

3
,
0 12 5

,
27 7 △ 2

,
26 5 3

,
02 0 5

,
13 7 △ 2

,
1 17 3

,
1 11 5

,
3 33 △ 2

,
22 2

1
,
7 42 1

,
92 9 △ 18 7 1

,
84 0 1

,
9 7 7 △ 1 37 1

,
79 8 1

,
9 09 △ 11 1

42 3 8 4 4 4 5 6 △ 12 6 2 63 △ 1
90 12 6 △ 3 6 8 3 12 4 △ 4 1 9 0 1 01 △ 1 1

1 59 18 7 △ 2 8 136 2 04 △ 6 8 13 1 2 13 △ 82
93 8 9 4 76 8 3 △ 7 7 9 84 △ 5

5 72 709 △ 13 4 6 27 6 3 1 △ 4 63 7 6 58 △ 2 1
62 47 1 5 37 36 1 5 4 51 3

1 32 149 △ 17 1 27 1 12
.1

5 12 8 1 55 △ 27

6 7 76 △ 9 86 73 1 3 6 3 8 6 △ 23
9 3 97 .

△ 4 90 80 1 0 6 5 7 6 △ 11

7 4 1 16 △ 4 2 7 8 67 1 1 5 8 7 2 △ 14
8 3 50 3 3 6 3 76 △ 1 3 5 9 7 1 △ 12

22
,
4 77 3 5

,
2 25 △ 12

,
74 8 22 , 糾 5 3 4

,
5 06 △ 11

,
6 61 23

,
3 25 32

,
6 40 △ 9

,
31 5



第 8 表 島 根 県 の

( 3 5 ) 日 本 の 人 口 変動に 関 す る 一 考察

昭和4 1 年 昭和4 2 年 昭和4 3 年

転 入 転 出 転出入 転入 転 出 転 出入 転 入 転出 転 出入

者数 者数 超過数 者数 者数 超過数 者数 者数 .
超過数

北海道 1 23 12 4 △ 1 12 0 9 0 30 1 19 8 5 34

青 森 17 6 11 2 5 16 9 9 9 0

岩 手 3 2 7 △ 24 10 2 8 △ 1 8 19 1 9 0

宮 城 58 4 9 9 3 6 34 2 5 3 5 7 △ 4

秋 田 21 7 14 18 13 ､ 5 37 1す 2 3

山 形 20 1 2 8 10 1 5 △ 5 9 19 △ 1 0

福 島 24 5 0 △ 26 30 30 0 2 9 38 △ 9

茨 城 30 5 7 △ 27 32 8 8 △ 5 6 2 9 78 △ 4 9

栃 木 2 1 3 1 △ 10 24 3 2 △ 8 9 3 1 △ 2 2

群 馬 30 4 3 △ 1 3 22 4 7 △ 25 30 4 2 △ 12

埼 玉 170 36 0 △ 19 0 2 27 41 1･ △ 1 84 2 79 4 6 0 △ 1 8 1

千 葉 18 9 3 34 △ 14 5 1 98 36 2 △ 1 64 1 95 34 8 △ 1 53

東 京 1
,
52 3 3

,
3 04 △ 1

,
78 1 1

,
4 5 5 3

,
04 0 △ 1

,
5 85 1

,
5 67 2

,
97 1 △ 1

,
4 04

神奈 川 38 7 1
,
0 52 △ 6 65 4 5 2 1

,
03 7 △ 5 8 5 4 76 1

,
14 5 △ 6 6 9

新 潟 2 6 2 7 △ 1 2 3 4 3 △ 20 3 5 5 6 △ 2 1

富 山 50 4 5 △ 5 1 2 3 9 △ 2 7 3 2 3 1 1

石 川 43 6 3 △ 20 7 0 9 9 △ 2 9 3 9 8 5 △ 4 6

福 井 52 8 7 △ 35 6 6 6 9 △ 3 5 2 7 2 △ 2 0

山 梨 24 3 2 △ 8 18 32 △ 1 4 2 4 3 0 △ 6

長 野 46 8 9 △ 43 31 63 △ 3 2 6 4 21 4 3

岐 阜 4 70 56 3 △ 9 3 3 77 4 13̀ △ 3 6 30 8 3 76 △ 6 8

盲争 岡 1 96 27 6 △ 80 1 73 2 87 △ 1 14 2 54 3 70 △ 1 16

愛 知 1
,
2 9 5 1

,
83 2 △ 53 7 1

,
2 24 1

,
7 67 △ 54 3 1

,
14 2 1

,
7 23 △ 58 1

三 重 2 0 1 2 30 △ 2 9 1 84 1 2 3 2 -△ 4 8 1 64 2 0 5 △ 4 1

滋 賀 2 5 6 2 8 1 △ 2 5 2 40 29 1 △ 51 2 25 34 9 △ 1 24

京 都 8 41 1
,
6 34 △ 79 3 8 9 8 1

,
53 6 △ 6 38 8 67 1

,
46 1 △ 5 94

大 阪 4
,
26 8 8

,
4 99 △ 4

,
23 1 4

,
10 9 8

,
09■2 △ 3

,
9 8 3 4

,
2 17 8

,
02 7 △ 3

,
飢 0

兵 庫 1
,
9 33 3

,
2 60 △ 1

,
32 7 1

,
92 9 3

,
4 16 △ 1

,
4 87 2

,
0 47 3

,
2 58 △ 1

,
2 1 1

奈 良 20 1 3 57 △ 1 56 26 3 3 30 △ 6 7 2 38 38 6 △ 14 8

和歌 山 1 34 2 1 1 △ 7 7 1 25 19 1 △ 6 6 15 1 17 1 △ 2 0

鳥 取 2 3 32 2
,
6 3 4 △ 3 02 2

,
2 51 2

,
7 34 △ 4 8 3 2

,
18 4 2

,
36 6 △ 18 2

岡 山 7 98 1
,
0 9 6 △ 2 98 7 30 9 46 △ 21 6 8 8 0 1

,
1 57 △ 27 7

広 島 2
,
7 56 4

,
50 6 △ 1

,
7 50 3

,
1 36 5

,
0 92 △ 1

,
95 6 2

,
9 5 1 5

,
2 76 △ 2

,
32 5

山 口 1 4 38 2
,
02 1 △ 58 3 1

,
5 27 1

,
8 55 △ 32 8 1

,
72 2 1

,
9 53 △ 23 1

徳 島 54 6 3 △ 9 50 44 6 4 9 63 △ 14

香 川 77 8 1 △ 4 106 190 △ 8 4 7 7 1 20 △ 4 3

愛 媛 1 75■ 13 9 3 6 18 6 19 7 △ 11 17 2 1 77 △ 5

高 知 77 9 3 △ 1 6 6 3 1 11 △ 48 7 0 8 2 △ 12

福 岡 5 4 5 69 7 △ 15 2 4 4 7 76 8 △ 3 2 1 5 69 7 0 5 △ 1 36

佐 賀 4 0 42 △ 2 3 2 3 8 △ 6 30 5 3 △ 23

長 崎 1 15 1 30 △ 15 1 14 1 34 △ 2 0 1 06 1 13 △ 7

熊 壷 8 1 90 △ 9 5 1 55 △ 4 10 2 7 0 32

大 分 7 3 79 △ 6 4 8 94 △ 4 6 6 5 59 6

宮 崎 61 5 3 8 6 7 76 △ 9 6 6 7 3 △ 7

鹿 児島

総 数

71 6 1 10 50 8 3 △ 3 3 5 2 43 9

21
,
3 45 34

,
7 27 △ 13

,
3 8 2 21

,
2 59 3 4

,
560 △ 13

,
3 01

1
2 1

,
8 14 34

,
2 47 △ 1 2

,
43 3

5 9 9



一

橋 論 叢 第 七 十 四 巷 第 六 号 ( 3 6 )

β0 0

転 出 入 人 口 数 ( つ づ き)

昭和38 年 昭和39 年 昭和40 年

転入 転 出 転 出入 転 入 転 出 転出入 転入 転 出 転出入
者数 者数 超過数 者数 者数 超過数 者数 者数 超過数

11 7 1 42 △ 25 1 16 1 72 △ 56 8 5 1 22 △ 3 7

2 2 34 △ 12 18 16 2 2 6 10 1 6

1 6 5 1Ⅰ 18 10 8 1 2 14 △ 2

2 8 5 1 △ 23 2 4 70 △ 4 6 18 36 △ 1 8

2 2 13 9 17 1 3 4 14 27 △ 1 3

1 5 8 7 5 6 △ 1 8 10 △ 2

2 6 26 0 4 4 24 2 0 8 29 △ 2 1

4 1 69 △ 28 2 5 79 △ 54 3 7 41 △ 4

1 5 37 △ 2 2 2 1 40 △ 19 2 7 26 1

3 3 55 △ 2 2 2 9 66 △ 3 7 4 4 52 △ 8

7 5 3 53 △ 27 8 10 5 4 20 △ 3 15 13 5 3 71 △ 2 36

9 3 3 13 △ 22 0 12 8 3 33 △ 20 5 12 8 3 38 △ 2 10

1
,
1 86 3

,
18 9 △ 2

,
00 3 1

,
21 9 2

,
9 66 △ 1

,
74 7 1

,
35 1 3

,
30 0 △ 1

,
9 49

2 18 83 7 △ 61 9 2 5 0 8 82 △ 6 32 3 3 9 1
,
02 8 △ 6 89

15 4 0 △ 2 5 1 5 29 △ 14 3 2 5 6 △ 24

33 3 2 1 2 7 42 △ 1 5 2 3 4 2
_

△ 19

4 0 10 0 △ 6 0 5 1 1 09 △ 58 6 1 8 6 △ 25

59 1 16 △ 5 7 4 8 1 26 △ 78 49 9 1 △ 42

8 2 1 △ 1 3 2 1 2 8 △ 7 23 4 8 △ 25

33 3 2 1 2 6 3 6 △ 10 37 6 2 △ 2 5

2 38 52 0 △ 2 8 2 2 8 1 4 6 0 △ 1 79 3 06 6 0 1 △ 29 5

1 07 26 5 △ 15 8 147 2 3 6 △ 89 16 5 2 8 1 △ 1 16

8 7() 2
,
12 6 △ 1

,
25 6 9 40 2

,
26 7 △ 1

,
3 27 1

,
16 2 2

,
1 57 △ 99 5

2 92 368 △ 7 6 2 20 30 8 △ 88 2 14 2 5 1 △ 3 7

19 8 2 57 △ 5 9 1 54 3 24 △ 17 0 19 1 3 94 △ 20 3

6 0 0 1
,
55 1 △ 9 5 1 6 9 1 1

,
4 79 △ 78 8 77 4 1

,
5 8 1 △ 80 7

3
,
2 7 5 8

,
8 90 △ 5

,
6 1 5 3

,
6 20 9

,
3 07 △ 5

,
68 7

'

3
,
96 5 9

,
0 12 △ 5

,
04 7

1
,
5 74 3

,
4 5 1 △ 1

,
8 77 1

,
7 68 3

,
7 33 △ 1

,
965 1

,
87 3 3

,
4 82 △ 1

,
60 9

1 67 3 71 △ 2 04 1 55 3 66 △ 2 11 5 21 2 4 32 △ 2 20

1 26 3 05 △ 1 79 16 0 2 89 △ 12 9 16 7 3 05 △ 138

1
,
8 89 2

,
5 65 △ 6 76 2 ,

1 50 2 , 7 38 △ 58 8 2
,
18 9 2

,
7 62 △ 57 3

6 39 1
,
0 63 △ 4 24 63 6 1

,
0 23 △ 38 7 6 8 3 1

,
26 6 △ 5 83

1
,
9 6 1 3

,
7 13 △ 1

,
7 52 2

,
00 2 4

,
1 64 △ 2

,
16 2 2

,
2 7 0 4

,
0 55 △ 1

,
7 85

1
,
7 38 2

,
10 0 △ 36 2 1

,
69 5 2

,
1 21 △ 4 2 6 1二6 4 6 2

,
14 2 △ 4 96

67 8 0 △ 13 3 8 53 △ 1 5 8 0 4 1 39

53 10 5 △ 5 2 12 7 84 4 3 5 1 10 7 △ 56

2 26 19 2 3 4 18 7 18 4 3 15 5 2 32 △ 77

1 04 12 0 △ 1 6 12 1 10 8 1 3 79 9 4 △ 15

7 40 67 9 6 1 50 7 77 9 △ 2 7 2 4 68 7 4 1 △ 2 73

59 3 8 2 1 5 6 4 7 9 ･57 4 3 1 4

1 22 '18 1 △ 5 9 1 4 4 1 15 29 1 19 12 4 △ 5

1 17 9 7 20 96 8 3 13 66 13 9 △ 7 3

1 21 10 6 1 5 1 1 4 7 5 39 76 8 2 △ 6

1 37 9 5 42 95 1 13 △ 18 6 8 7 3 △ 5

7 9 4 8 31 62 8 6 △ 24 59 6 9 △ 10

17
,
59 4 34

,
7 59 △ 17

,
16 5 18

,
3 73 36

,
0 09 △ 17

_ ,
6 36 19

,
5 52 36

,
2 55 △ 1 6

,
70 3



( 3 7 ) 日本 の 人 口 変動 に 関 す る 一 考察

第 8 表 島 根 県 の

昭和3 5 年 昭和36 年 昭和3 7 年

転入 転 出 転 出入 転入 転出 転 出入 転 入 転 出 転 出入
者数 者数 超過数 者数 者数 超過数 者数 者数 超過数

北海道 14 9 1 8 1 △ 32 12 8 97 3 1 118 1 13 5

青 森 10 26 △ 16 6 10 △ 4 1 3 3 2 △ 9

岩 手 2 0 26 △ 6 4 4 3 4 1 1 3 2 8 △ 1 5

宮 城 2 3 27 △ 4 3 7 4 6 △ 9 38 7 7 △ 3 9

秋 田 1 7 9 8 1 2 9 3 1 1 15 △ 4

山 形 1 4 5･ 9 1 1 8 3 6 2 18 44

福 島 5 9 32 2 7 6 14 △ 8 2 1 2 2 △ 1

茨 城 2 0 3 1 △ 11 13 53 △ 4 0 2 2 7 6 △ 5 4

栃 木 1 1 23 △ 12 8 30 △ 2 2 1 1 2 4 △ 1 3

群 馬 1 2 4 1 △ 29 5 6 28 2 8 1 9 58 △ 3 9

埼 玉 4 1 1 52 △ 1 11 6 4 1 70 △ 10 6 6 3 2 56 △ 19 3

千 葉 4 6 1 65 △ 1 19 6 q 2 09 △ 14 9 8 8 2 38 △ 15 0

東 京 1
,
0 52 3

,
110 △ 2

,
0 58 1

,
0 57 2

,
9 78 △ 1

,
92 1 1

,
0 3 5 2

,
9 48 △ 2

,
9 1 3

神奈 川 12 4 5 4 5 △ 4 21 1 53 6 34 △ 4 8 1 2 0 9 7 99 △ 59 0

新 潟 2 9 2 9 0 16 22 △ 6 3 2 2 8 4

富 山 4 0 6 1 △ 21 2 5 2 5 0 3 6 36 0

石 J】l 4 2 6 7 △ 25 51 8 1 △ 3 0 4 2 4 8 △ 6

福 井 6 1 4 3 18 4 2 69 △ 2 7 7 7 98 △ 2 1

山 梨 8 1 6 △ 8 11 24 △ 1 3 6 3 8 △ 3 2

長 野 4 9 3 6 13 30 68 △ 3 8 6 3 4 5 1 8

岐 阜 1 38 3 4
■
8 △ 2 10 2 11 2 80 △ 6 9 2 0 5 44 4 △ 2 3 9

静 岡 9 3 14 2 △ 49 1 51 1 69 △ 1 8 96 2 09 △ 11 3

愛 知 4 63 1
,
59 9 △ 1

,
1 36 6 94 1

,
8 22 △ 1

,
12 8 8 2 7 1

,
9 84 △ 1

,
15 7

三 重 9 4 19 5 △ 1 0 1 1 06 2 42 △ 13 6 166 3 50 △ 18 4

滋 賀 1 88 54 2 △ 3 54 2 05 4 98 △ 29 3 2 5 4 2 90 △ 3 6

京 都 5 99 1
,
0 1 1 △ 4 12 5 79 1

,
1 76 △ 59 7 6 6 0 1

,
3 27 △ 66 7

大 ■阪 2 , 4 25 7
,
32 5 △ 4

,
9 00 2

,
6 25 8

,
0 56 △ 5

,
43 1 2

,
9 6 7 8

,
7 90 △ 5

,
82 3

兵 庫 1
,
2 11 3

,
118 △ 1

,
9 07 1

,
4 22 3

,
4 98 △'2

,
07 6 1

,
7 8 6 3

,
8 3 1 △ 2

,
04 5

奈 良 98 2 57 △ 1 59 1 06 2 59 △ 1 53 13 7 3 18 △ 181

和歌 山 8 5 170 △ 85 81 2 0 1 △ 12 0 10 6 2 84 △ 17 8

鳥 取 1
,
64 2 1

,
9 3 3 △ 2 9 1 1

,
9 5年 2

,
4 35 △ 4 8 1 1

,
83 8 2

,
6 63 △ 82 5

岡 山 60 2 8 72 △ 2 70 6 94 名57 △ 16 3 68 3 1
,
0 7 5 △ 39 2

広 島 1
,
40 8 2

,
3 09 △ 9 0 1 1

,
8 48 2

,
7 28 △ 郎0 1

,
87 9 3

,
2 12 △ 1

,
33 3

山 口 1
,
70 8 1

,
7 60 △ 52 1

,
7 25 2

,
1 36 △ 4 11 1

,
8 19 2

,
2 78 △ 45 9

徳 島 5 2 68 △ 16 84 43 4 1 4 7 34 1 3

香 川 4 8 5 5 △ 7 52 1 04 △ 5 2 8 1 96 △ 1 5

愛 媛 22 6 1 72 54 2 40 1 6 1 7 9 2 8 2 2 56 2 6

高 知 13 1 1 1 5 16 1 69 9 5 7 4 13 6 1 22 1 4

福 岡 75 4 7 47 7 7 29 7 3 5 △ ' 6 6 3 6 7 22 △ 8 6

佐 賀 6 1 3 3 28 63 47 16 4 9 50 △ 1

長 崎 1 51 11 1 40 2 06 113 9 3 18 2 1 33 4 9

熊 本 8 6 7 3 13 88 68 2 0 8 6 90
.

△ 4

大 分 1 04 朗 20 1 01 9 9 2 14 4 1 12 3 2

宮 崎 56 6 3 △ 7 1 03 94 9 1 09 7 5 3 4

鹿 児島 7 8 4 9 29 糾 54 30 68 7 5 △ 7

捻 数 1 4 , 32 8 27
,
7 76 △ 13

,
4 48 16

,
1 50 30

,
5 48 △ 14

,
3 98 17

,
2 22 33

,
飢 7一△ 16

,
59 5

βOJ



一 橋論叢 第七 十 四巻 第六 号 ( 3 8 )

β0 2

転 出 入 人 口 数

昭和32 年 昭和3 3 年 昭和34 年

転 入 転 出 転 出入 転 入 転 出 転出入 転 入 転 出 転 出入

者数 者数 超過数 者数 者数 超過数 者数 者数 超過数

9 6 36 9 △ 2 7 3 107 30 1 △ 194 1 15 20 2 △ 8 7

15 13 2 14 9 5 9 10 △ 1

18 5 1 3 7 7 0 10 10 0

16 2 1 △ 5 2 5 3 6
一
△ 1 1 44 4 6 △ 2■

15 1 5 0 4 13 △ 9 9 4 5

2 3 2 7 △ 4 1 3 10 3 9 17 △ 8

13 4 7 △ 3 4 16 3 6 △ 2 0 27 2 2 5

10 2 7 △ 1 7 8 3 4 △ 2 6 7 2 6 △ 19

10 1 5 △ 5 9 16 △ 7 20 2 0 0

2 3 2 3 0 16 4 2 △･ 2 6 17 3 5 △ 18

3 2 9 9 △ 6 7 2 7 6 5 △ 3 8 24 7 5 △ 5 1

3 9 11 1 △ 7 2 60 1 10 △ 5 0 56 14 2 △ 8 6

fは4 2
,
5 3 5 △ 1

,
6 5 1 957 2

,
64 8 △ 1

,
69 1 9 40 2

,
8 51 △ 1

,
9 1 1

13 2 3 9 6 △ 2 6 4 13 9 39 4 △ 25 5 12 3 4 57 △ 3 34

3 0 4 6 △ 1 6 4 0 2 7 1 3 24 2 7 △ 3

2 8 3 5 △ 7 4 5 10 6 △ 6 1 5 1 7 7 △ 26

3 9 5 0 △ 1 1 5 1 8 4 △ 3 3 30 57 △ 2 7

3 7 6 9 △ 3 2 32 7 6 △ 4 4 3 3 56 △ 2 3

3 13 △ 1 0 3 9 △ 6 1 1 18 △ 7

35 19 1 6 1 7 3 0 △ 1 3 1 7 6 4 △ 47

1 74 42 5 △ 25 1 21 1 17 8 3 3 11 1 2 35 △ 124
.

92 17 2 △ 8 0 8 3 16 5 △ 8 2 8 0 1 52 △ 72

34 4 94 9 △ 60 5 4 19 80 0 △ 3 8 1 3 9 9 1
,
32 8 △ 9 2 9

10 4 2 19 △ 11 5 12 1 13 0 △ 9 7 5 1 54 △ 79

25 6 19 6 6 0 277 26 6 1 1 13 3 5 10 △ 3 77

65 0 1
,
3 6 6 △ 7 1 6 83 2 1

,
06 8 △ 2 3 6 5 88 1

,
02 9 △ 4 4 1

2
,
06 2 6

,
6 8 9 △ 4

,
6 2 7 2

,
37 0 5

,
94 2 △ 3

,
5 7 2 2

,
0 朗 7

,
2 50 △ 5

,
18 2

1
,
12 6 2

,
9 3 7 △ 8 1 1 1

,
19 0 2

,
26 2 △1

,
0 7 2 1

,
0 70 2

,
83 4 △ 1

, 7 64

10 9 2 47 △ 13 8 11 8 20 1 △ 8 3 98 22 2 △ 124

8 8 1 4 3 △ 5 5 106 11 4 △ 8 9 5 14 7 △ 5 2

1
,
63 2 1

,
9 0 3 △ 2 7 1 1

,
620 1

,
91 2 △ 2 9 2 1

,
5 5 3 2

,
1 52 △ 5 99

53 6 8 60 △ 3 2 4 556 80 7 △ 2 5 1 4 8 1 8 52 △ 3 7 1

1
,
32 0 2

,
1 26 △ 8 0 6 1

,
266 2

,
15 1 △ 8 8 5 1

,
4 0 5 2

,
1 16 △ 7 1 1

1
,
69 1 2

,
3 9 3 △ 7 0 2 1

,
549 2

,
09 7 △ 5 4 8 1

,
5 28 1

,
79 2 △ 2 64

7 5 66 9 50 6 6 ■△ 1 6 5 5 6 8 △ 13

8 1 6 1 2 0 52 9 5 △ 4 3 4 5 58 △ 1 3

28 8 1 18 17 0 184 15 7 2 7 ･ 2 1 9 13 4 8 5

9 5 1 1 1 △ 1 6 8 1 9 8 △ 1 7 112 1 18 △ 6

65 0 9 8 9 △ 3 3 9 587 96 4 . △ 3 7 7 6 17 8 38 △ 2 2 1

8 0 47 3 3 5 1 4 6 5 了1 3 9 32

14 3 13 2 △ 1 1 114 1 25 △ 1 1 132 14 0 △ 8

8 6 7 2 14 98 8 2 1 6 90 6 9 2 1

9 5 1 0 5 △ 10 100 7 2 28 1 04 8 5 19

6 7 58 9 78 6 9 9 94 4 7 47･
7 2 8 5 △ 13 50 65 △ 1 5 5 3 3 3 20

13
,
4 14 26

,
4 04 △ 12

,
9 90 13

,
7 55 2 3

,
98 5 △ 10

,
2 30 12 ,

8 52 26
,
6 18 △ 13

,
7 66



第 8 表 島 根 県 の

( 3 9 ) 日 本 の 人 口 変動に 関 す る 一 考察

昭和29 年 昭和30 年 昭和31 年

転 入 転 出 転出入 転入 転 出 転 出入 転 入 転 出 転出入

者 数 者数 超過数 者数 者数 超過数 老数 者数 超過数

北 海道 1 13 1 11 2 9 0 1 79 △ 8 9 6 6 1 1 1 △ 45

青 森 3 7 30 7 18 1 5 3 16 14 2

岩 手 9 14 △ 5 10 10 0 12 1 5 △ 3

宮 城 1 4 20 △ 6 25 2 0 5 10 2 6 △ 16

秋 田 2 3 9 14 17 1 0 7 20 5 1 5

山 形 1 3 2 2 △ 9 37 16 2 1 12 7 5

福 島 3 1 1 8 1 3 3 0 19 1 1 26 2 5 1

茨 城 2 6 2 5 1 1 3 32 △ 1 9 2 5 28 △ 3

栃 木 17 6 11 1 7 14 3 1 4 6 8

群 馬 36 33 3 2 8 36 △ 8 16 3 3 △ 17

埼 玉 4 2 94 △ 52 3 0 72 △ 4 2 3 7 8 9 △ 52

千 乗 5 8 1 14 △ 56 7 0 84 △ 14 4 3 7 9 △ 36

東 京 9 6 9 2 2 6 1 △ 1
,
2 92 8 84 2

,
36 5 △ 1

,
4 81 9 17 2

,
27 3 △ 1

,
35 6

神 奈川 13 0 3 87 △ 2 57 1 24 32 4 △ 2 00 1 27 33 8 △ 21 1

新 潟 9 0 2 4 66 71 5 7 14 45 7 5 △ 3 0

富 山 6 1 3 8 2 3 28 4 1 △ 1 3 54 3 0 2 4

石 川 9 8 14 3 △ 4 5 3 1 4 0 △ 9 36 74 △ 3 8

福 井 10 6 7 0 3 6 6 6 6 3 3 5 7 1 06 △ 4 9

山 梨 4 4 0 9 4 5 10 10 0

長 野 6 5 2 5 4 0 4 6 22 2 4 3 1 56 △ 25

岐 阜 2 36 1 61 7 5 1 22 12 5 △ 3 9 0 2 4 1 △ 15 1

静 岡 1 3 1 1 48 △ 17 1 15 134 19 1 11 18 3 △ 7 2

愛 知 2 76 5 19 △ 2 43 2 47 6 6 3 △ 4 16 3 06 1
,
25 9 △ 9 5 3

二 重 1 1 5 98 17 1 07 9 8 9 60 9 5 △ 3 5

滋 賀 2 6 3 5 10 △ 2 47 1 36 18 4 △ 48 1 17 34 2 △ 22 5

京 都 5 7 0 9 56 △ 3 86 5 2 5 1
,
02 1 △ 4 96 5 86 1

,
16 7 △ 58 1

大 阪 2 03 0 4
,
12 5- △ 2

,
0 9 5 1

,
9 0 3 4

,
4 53 △ 2

,
5 5 0 1

,
6 9 5 5

,
0 16 △ 3 , 32 1

兵 庫 1
,
19 7 2

,
0 8 9 △ 8 9 2 1

,
11 7 2

,
03 0 △ 9 1 3 9 7 3 2

,
3 93 △ 1

,
42 0

奈 良 14 8 17 2 △ 2 4 14 5 19 0 △ 4 5 10 3 1 37 △ 3 4

和歌 山 8 7 11 3 △ 2 6 12 4 1 12 1 2 6 6 1 15 △ 4 9

鳥 取 1
,
84 1 2

,
07 6 △ 2 35 1

,
63 8 2

,
3 15 △ 67 7 1

,
70 0 1

,
7 35 △ 35

岡 山 68 6 71 9 △ 3 3 6 53 7 56 △ 10 3 5 85 7 84 △ 1 99

広 島 1
,
6 58 1

,
77 6 △ 1 18 1

,
3 82 1

,
8 90 △ 50 8 1

,
3 08 2

,
0 25 △ 7 17

山 口 2 29 3 2
,
38 5 △ 92 1

,
9 54 軍,

0 47 △ 9 3 1
,
8 00 2

,
0 48 △ 2 48

徳 島 9 5 9 4 1 1 15 7 5 4 0 59 5 7 2

香 川 7 3 1 62 △ 89 80 11 8 △ 38 53 9 5 △ 4 2

愛 媛 243 1 46 △ 97 2 0 1 10 1 10 0 1 12 12 4 △ 1 2

高 知 12 1 1 02 19 13 1 16 2 △ 3 1 89 16 6 △ 7 7

嶺 岡 1 08 2 1
,
114 △ 3 2 9 6 1 1

,
09 9 △ 1 3名 6 4 1 92 6 △ 28 5

佐 賀 7 5 6 5 1 0 12 4 5 9 6 5 68 4 0 2 8

長 崎 ■1 93 18 0 1 3 18 3 14 1 4 2 13 8 1 56 △ 1 8

熊 本 1 21 7 4 4 7 11 0 9 0 2 0 11 3 1 07 6

大 分 2 15 1 17 9 8 11 3 99 1 4 8 7 58 2 9

宮 崎 1 45 5 7 8 8 9 0 67 2 3 6 0 7 1 △ 11

鹿児島 1 00 7 1 2 9 5 3 85 △ 3 2 5 8 71 △ 19

級 数 1 5
,
9 3 6 2 1

,
4 77 △ 5

,
54 1 13

.
9 73 2 1

,
5 37 △ 7

,
56 4 12

,
55 2 22

,
8 17 △ 1 0

,
26 5

β0 3




